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足守川流域は、岡山県南部にあっても、最も遺跡の密集している地域の一つとし

て広く知られています。弥生時代最大級の墳丘墓の一つである楯築弥生墳丘墓や全

国第 4位の規模を誇る造山古墳、さらには、中国新・後漢時代の貨幣である I貨泉」

の多量出土や銅鐸埋納堀の検出で著名な高塚遺跡など、数々の重要な遺跡が点在し、

まさに吉備の中枢部と呼ぶにふさわしい歴史的景観をそなえています。

本書で報告します中撫川遺跡は、隣接する川入遺跡と一体になった大規模な遺跡

で、古代には足守川の河口付近に位罹していたと考えられています。山陽新幹線の

建設に伴う発掘調査を契機とし、その後、新幹線に沿って北側に設けられた都市計

両道路の新設、さらには新幹線南側での市道の建設工事が続き、それぞれ発掘調査

が実施されてきました。当初は、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡として注

目されていましたが、その後の調査で、奈良時代から平安時代にかけての寺院跡や

掘立柱建物群の存在が明らかとなり、古代においても重要な遺跡であることが認識

されるようになってきました。とりわけ、奈良県の飛鳥地域に送られた岡山県最古

の軒丸瓦の出土や京都府で作られた緑釉陶器の大量出土など、当時の都との直接的

な物流を物語る資料は、吉備津という現在の地名ともあいまって、公営の港湾施設

の存在を暗ホするようです。

今回の発掘調査では中国の越州窯系青磁碗が完形に近い形で出士し、きわめて注

目されます。今回の出土品は質からすれば二級品とのことで、中央の貴族の持ち物

としてはふさわしくなく、都に送れずに、直接の輸人元である大宰府を中心とする

北九州地方で多く出土するようです。そのような品が中撫川遺跡から出土したこと

は、この地が瀬戸内海航路の拠点として九州地方ともり蚕く結びついていたことをか

えって強くホ唆しています。ささやかな報告書ではありますが、本書が文化財の保

護・保存に活用され、さらなる歴史の解明にいささかでも貢献できれば幸いです。

最後になりましたが、旧地権者の方々をはじめ、作業に御尽力いただきました地

元の方々にも厚くお礼を申し上げます。また、円滑な調査の実施について多くの御

協力を賜りました、岡山県備前県民局の関係各位にも深く感謝巾し上げます。

平成21年 3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長藤川洋二
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本書は、一般県道吉備津松島線道路改築事業に伴い、岡山県教育委員会が岡山県備前県民局建設
な力、なつり、す7

部の依頼を受け、岡山県古代吉備文化財センターか発掘調査を実施した中撫）I[遺跡の発掘調査報告

書てある。同事業に伴う発掘調査報告書はすてに 2冊（『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 182・

『同』 202)か刊行されており、本書はその第 3冊日にあたる。

発掘調査地は岡山市中撫川（字法万寺） 439-1ほかに所在する。

発掘調査は平成19年4月1日から同年11月30日まで実施し、岡山県古代吉備文化財センター職員

岡本寛久・氏平昭則• 田中政之か担当した。発掘調査面積は2,543面である。

本書の作成作業は平成19年度と同20年度に実施した。平成19年度は平成19年12月 1日から平成20

年 3月31日まで実施し、氏平か担当した。平成20年度は平成20年 7月 1日から平成21年3月31日ま

で実施し、岡本か担当した。

5
 
本書の執箪には岡本と氏平があたり、文末に文責を明記している。 ただ、第 3章の各遺構の説明

6
 

7
 

については、おもに遺構の構造などを氏平が、出土遺物は岡本が執筆した。全体の編集は岡本が行っ

た。

発掘調査て出土した緑釉陶器については、大阪大学高橋照彦氏に鑑定を依頻し、産地や年代につ

いて有益な御教示をいただいた。厚く感謝印し上げる。

同じく調査中に出土した越州窯系青磁については、最初に高槻市立埋蔵文化財調査センター橋本

久和氏から御指摘をうけ、その後、福岡市立鴻腫館跡展示館および、九州歴史資料館において同種

品を実見するとともに、同館の戦員諸氏から御意見を伺った。 とくに福岡市教育委員会文化財部大

8

9

 

庭泰時氏ならびに、九州歴史資料館加藤相歳氏からはいろいろと御指導をいたたいた。諸氏に対し、

厚く感謝印し上げる。

出土した木製品の樹種詞定は環境考古研究会に依頼し、結果を報文巾に記している。

遺物写負については、江尻泰幸氏の協力と援助を得た。

10 本書に関連する出士遺物および図面・写真・マイクロフィルム等は、岡山県古代吉備文化財セン

ター（岡山市西花尻1325-3)に保管している。



凡例

1 本書に用いた高度値は海抜高てある。方位は真北を示し、日本測地系に準拠した平面直角座標第

V系の座標北てある。報告書抄緑にある遺跡位置の経緯度の座標値は日本測地系に準拠している。

2 遣構・遣物の縮尺は図下に明示しているか、種別てほぼ統一している。

遺構 調査区［要遣構平面図： 1 /250 調査区土層断面図： 1 /100 大規模溝断面図： 1 /60 

遺物 杭： 1 / 6 土器•木製晶• 石鍋： 1 /~ 金属製晶• 土製品・砥石• 石硯： 1 / 3 

縄文時代～弥生時代石器・碁石・銭貨： 1 / 2 

3 調査区の名称は調査時のものを使用し、 1区から 6区としたか、既刊の一般県道吉備津松島線道

路改築に伴う発掘調査 I・II (『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 182・ 『同』 202)と重複するた

め注意されたい。

4 遺物番号については、土器は数字のみを記し、土器以外については、番号の前に素材を示す意味

て、次の略号を付した。 木製品： W 金属製品： M 士製品： C 石製品： S 

5 掲載した土器実測図の内、中軸線の両側に白抜きのあるものは、小破片のため径が不確実なもの

である。

6 木製品の実測図てトーンをかけた部分は、墨による筆跡、あるいは塗りつぶし部分てある。

7 土層断面図に記載した土色は『新版標準土色転』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修• 財

団法人日本色彩研究所色票監修）によっている。

8 第 2 図は国土地理院発行の 1/25,000地形図「倉敷」「総社東部」を複製• 加筆したものである。

9 本書に用いた時代区分は一般的な政治史区分に準拠し、必要な場合には世紀などを併用する。お

おむね、古代とは 7但紀後半から平安時代まで、中世とは鎌倉時代から室町時代まで、近祖とは安

士・桃山時代から江戸時代までを考えている。
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第1章遺跡の位岡と環境

第1章遺跡の位置と環境

本書て報告する中撫川遺跡 (1) は、岡山県の南部中央、足守川中流域の東岸に位償する。行政区

画上は岡山市の西端にあたるが、地形的には総社平野の東端を占め、原始・古代には高梁川の分流か

総社平野を西から東に貫流し、さらに現在の足守川に沿って南流していたと考えられている。足守JII 

は吉備高原の高陣山に発し、岡山市足守で平野部に至り、岡山市三手で血吸川と前川を合わせて砂JII 

に合流して南進する。現在では、岡山市古新田で箇ケ瀬川に合流し、児島湾に注ぐか、中世煩までは

海か入り込み、倉敷市下庄から岡山市庭瀬あたりに河口かあったとみられている。

足守III中流域にあたる岡山市三手から加茂、吉備津、川入、そして倉敷市矢部から上東一帯の平野

部には多くの微高地か形成されている。遣跡の所在するこれらの微高地は大きく二群に分けることか

できる。一つはかっての河口に形成された倉敷市上東から岡山市JII人地域の微高地群で、上東遺跡

(16)、新邸遺跡 (6)、川人遺跡 (12)などが所在する。本書で報告する中撫川遺跡もこの群に含ま

れる。もう一つは河口から少し上流にあたる岡山市三手から高塚、加茂、倉敷市矢部地域の微高地群

で、津寺遺跡 (40)、矢部南向遺跡 (44)、加茂政所遺跡 (39)などが所在する。この南北に広がる平

野部の東西には低丘妓が連なっているか、この丘陵上には大形の墳丘墓をはじめ、多くの古墳の存在

が認められている。とくに、東側の丘陵は独立丘陵で、古代から「吉備の中山」と呼ばれ、北西裾に

は吉備一宮とされる吉備津神社 (49)か鎮座している。

この地域における最も古い生活の痕跡は旧石器時代に遡る。足守JII西岸の丘陵上に所在する甫崎天

神山逍跡（『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告89』 岡山県教育委員会 1994年、以下『県報』と略す。）

や雲山遺跡（『県報89』 1994年）からはナイフ形石器か出土している。寒冷な旧石器時代から温暖

な気候となった縄文時代には海水面の上昇か始まり、この平野部一帯に海か入り込んでくる。足守JI[

西岸の丘陵裾に立地する矢部目隊（『県報82』 1993年）では、中期後半に形成された貝層の大半か

ヤマトシジミで、これにカキ、ハイガイなどが混じることから、近接して砂泥質の海が広かっていた

と考えられる。こうした自然環境は、河川による沖積化の進行はあるものの、新邸遺跡（近藤義郎

「備中新邸貝塚J『古代学研究』 8 1963年）や加茂政所遺跡

（『県報138』 1999年）における弥生時代中期・後期の貝塚の

検出からみて、古培時代頃まては大きな変化はなかったものと

みられる。

縄文時代には、早期の矢部奥田遺跡（『県報82』 1993年）、

中期から後期にかけての矢部貝塚• 黒住遺跡（『県報89』1994

年）、後期の西尾貝塚 (26)(藤田憲司「周辺の遺跡J『王翠山

遺跡群』倉敷市教育委員会 1974年）、後期から晩期にかけて

の甫崎天神山逍跡など、丘陵上から裾部に立地する逍跡かほと

んどであるか、後期になると津寺遺跡（『県報98』1994年）の

ような微高地上の遺跡も現れるようになる。弥生時代になると、

微高地上に多くの遺跡が形成されるようになる。前期の集落の 第1図 遺跡の位置（黒丸印）
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第1章遺跡の位岡と環境

実態はなお明確ではないか、津寺遺跡（『県報116』 1997年）、岩倉遺跡 (14)、高田遺跡 (46) (鎌

木義昌「高田遺跡J『岡山県史』第18巻 岡山県 1986年、以下『県史』と略す。）、川入遺跡（『県報

2』 1974年）などで遺物が認められることから、小規模な集落が点在していたものと思われる。中

期になると先の遺跡に加え、加茂政所遺跡、津寺三本木遺跡 (39)(『県報142」 1999年）、加茂B遺

跡（『県報94』 1995年）、矢部南向遺跡（『県報94』 1995年）、新邸遺跡、吉野口遣跡 (48) (草原

孝典ほか『吉野口遺跡』岡山市教育委員会 1997年）、上東遺跡（『県報 2• 16• 157• 158』 1974• 

1977・2001・2001年）など、遺跡数の培加が著しい。多くの遺跡は後期で拡大し、さらに古墳時代に

まで続く。

中期の後半には、微高地の遺跡に対し、矢部奥田遺跡、矢部堀越遺跡（『県報82』 1993年）、前池

内遺跡（『県報89』 1994年）、後池内逍跡（『県報89』 1994年）、雲山逍跡（『県報89』 1994年）、

女男岩逍跡（間壁忠彦・ 間壁段子「女男岩遺跡J『王墓山逍跡群』倉敷市教育委員会 1974年）など、

丘陵上あるいはその裾部に小規模な、しかも短期間の集落を形成する遺跡か急壻する。軍事的緊弘関

係の高まりを示す高地性集落の出現時期と重なるようにも思われ、その社会的背景か注目される。

後期になると55軒の住屈からなる津寺遺跡（『県報90・98・104・116・127・143』 1994・1995・ 

1996• 1997• 1998• 1999年）を始め、加茂政所遺跡、高塚遺跡（『県報150』 2000年）、矢部南向遺

跡、やや離れるが上東遺跡など、拠点的な集落が形成される。これらの拠点集落は高塚遺跡で銅鐸や

貨泉、加茂政所遺跡で銅釧、矢部南向遺跡て小銅鐸や銅鏡などの青銅器を持ち、加茂A遺跡（『県報

94』 1995年）や加茂B遺跡ては朱に関わる遺物をもつなど、他地域の集落に比較して優位性が見ら

れる。また、上東遣跡ては船着き場とおぼしき遺構も検出されている（『県報157』 2001年）。

さらに、集落のみならず、楯築弥生墳丘墓 (22)(近藤義郎『楯築弥生墳丘墓の研究J楯築刊行会

1992年）、鯉喰神社墳丘墓（平野泰司・ 岸本這昭「鯉喰神社弥生墳丘臨の弧帯石と特殊器台・壺J

『古代吉備』 222000年）、雲山鳥打墳丘墓（近藤義郎「雲山鳥打弥生墳丘墓群」『県史』）、女男岩墳丘

墓（間壁忠彦・間壁殴子「女男岩逍跡J『王墓山逍跡群』倉敷市教育委員会 1974年）・矢藤冶山墳丘

墓 (58) (近藤義郎編『矢藤治山弥生墳丘墓』矢藤治山弥生墳丘墓調査団 1995年）など、大形の墳

丘墓か集中することからも、かって古備と呼ばれた地域の中枢であった可能性か強い。

古墳時代前半期の集落は弥生時代後期の集落から継続しており、しかも250軒を超える住屈からな

る津寺遺跡のように拠点集落の発展が窺われる。これらの集落ては、弥生時代終末から、近畿地方や

東佃地方など、各地域の土器が出土している。占備の中枢勢力として物流をも掌握していたと思われ

る。しかしその政治勢力の首長墳は以外に少なく、矢部大坑古墳（宇垣匡雅「矢部大坑古培」『厠方

後円墳集成』中国四国編 山川出版社 1991年）と中山茶日山古壻 (55)(近藤義郎「中山茶臼山古

墳」『県史」）があるにすぎない。足守JII流域では中山茶日山古墳に続き佐古田堂山古墳（西川宏「佐

古田堂山古墳」『県史』）か、続いて吉備最大の造山古墳（西川宏「造山古墳J『県史』）か築造される。

このあと小造山古墳（中田啓司・近藤義郎「小造山古墳」『総社市史』考古資料編 総社市 1987年）

か造られるか、これを最後に足守J,,流域からは大形の首長培は姿を消す。

中期の集落は以外に少なく、高塚逍跡や津寺逍跡、三手遺跡（『県報90』 1994年）などかあるに

すぎない。しかし、高塚遺跡や津寺遺跡からは朝鮮半島系の遺物が多く出土し、初期のカマドを作り

付けた竪穴住居なども認められる。造山古墳の陪塚の一つである榊山古墳（島崎東「備中榊山古墳採

集の遺物について」『岡山県史研究』 3 岡山県史編鱗室 1982年、西川宏「榊山古墳」『県史』）か
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らは馬形帯鉤や陶質土器か出士しているか、渡来系の人々か足守JI[中流域に屈住していたことか推定

される。中撫JI[遺跡 CJI I入遺跡）でも、かって大溝から舶載品とみられる陶質土器が出土している

（『県報 2』 1974年、伊藤晃• 島崎東「中国地方」『日本陶磁の源流』柏書房 1984年）。

後期になると周辺の丘陵上には多くの古墳が築かれる。その多くは前内池古墳群（『県報89』 1994 

年）や王墓山古墳群 (23) (間墜忠彦・間壁殴子ほか『王墓山遺跡群』倉敷市教育委員会 1974年）

などで明らかにされているような、横穴式石室をもつ小規模な古墳てあるが、大形の石室に家形石棺

を収め、鏡や馬具が副葬された王墓山古墳（山本雅靖• 間壁忠彦「王陥山古墳」『王墓山逍跡群』倉

敷市教育委員会 1974年）も存在する。 7世紀になると古墳は減少するか、ごく一部の有力氏族はな

お古墳を造り続けている。二子14号墳（『県報81』 1993年）は一辺13mの外護列石をめぐらす 2段

築成の方墳で、終末期古墳の一例である。

一方、これとあい前後して日畑廃寺 (24) (小野雅明• 藤原好二• 福本明『日畑廃寺』倉敷市埋蔵

文化財発掘調査報告11 倉敷市教育委員会 2005年）か建立される。この地域における有力首長層の

仏教の受容を示すとともに、権威の表象の変化を物語るものであろう。有力首長層は巾央政権によっ

て官人として組み込まれていくか、前内池古墳（『県報89』 1994年）の石室から出土した「官J字

印の押された須恵器はこのことを如実に物語っている。なお、日畑廃寺などの寺院の瓦を焼成したニ

子御堂奥瓦窯跡（『県報 2』 1974年）が二子14号墳の所在した丘陵裾に華かれている。

古代の足守川下流域は備中国の東端に位薗し、都宇郡に属していた。都宇郡は 4郷からなる小郡て、

中撫JII遺跡は撫河郷に属していたものと推定される。中撫JII遺跡の北西 2km、足守川に接して惣爪廃

寺 (45)(永山卯三郎「津寺址」『岡山縣史蹟名勝天然記念物調査報告』第五冊 1925年）があるが、

その北側にはほぼ東西に古代山陽道か推定されている。足守JII西岸の山陽道沿いには津蜆駅に比定さ

れている矢部廃寺（間壁忠彦・ 間壁段子『倉敷の古代』倉敷考古館 1972年）かある。津寺逍跡から

は、南北124m、東西94mの二[り溝で区画された掘立柱建物群か発見されてぃるび県報12刀 日郎

年）。 8世紀に建てられたと考えられ、津寺か交通の要衝であることから、物流の拠点として官術的

な機能か推定されている。集落については不明な点が多いか、津寺遺跡、吉野D遺跡、矢部南向遺跡、

東山遺跡 (51)(乗岡実「岡山市域における最近の発掘調査成果」『古代古備』 12 1990年）などで掘

立柱建物がみられる。この東山遺跡の北西に接して、この地方の有力氏族で、吉備津神社の神官を務

めた賀陽氏の居館跡とされる遺跡 (50)(『岡山市埋蔵文化財センター年報』 2 岡山市教育委員会

2003年）が存在する。また、津寺遺跡では、 6世紀末から 7世紀初頭に造られた大規模な護岸施設が

築かれている（『県報98』 1995年）。この施設は奈良• 平安時代に機能していたもので、水利管理や

前述の官術や集落の保護をはたしていたものと推定されている。

中担の遺跡は高塚逍跡、津寺遣跡、東山逍跡、吉野口逍跡、三手遺跡、足守JII矢部南向逍跡など、

多くの遺跡で集落を構成する逍構か検出されている。このうち津寺逍跡や三手逍跡などでは、溝で区

圃された屋敷地のなかに建物群かみられるほか、輸入陶磁器を副葬する土墟嬬も散見されることから、

やや上位の農民層の集落ではないかと考えられる。この足守JII下流域は、総社市井尻野の高梁JIIに設

けられた湛井堰から取水する湛井十ニヶ郷用水の潅漑地域にあたる。十ニヶ郷用水の起源は平安時代

初期にさかのぼる可能性かあるか、中撫III遺跡のある足守JI[下流東岸は室町時代以降に水路か開発さ

れたとされる（藤井駿•加原耕作『備中湛井十二箇郷用水史』備中湛井十二箇郷組合 1976年）。現

在の水田地帯の景観はこの室町時代以降に形成されたものと考えられよう。 （岡本）
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第1節 発掘調査の契機と経過

第2章 調在の経緯

第1節 発掘調査の契機と経過

一般県道）ii人巌井線・都市計画道路富本町三田線は、岡山市と倉敷市の中心部を結ぶ幹線道路であ

るか、岡山市西花尻から倉敷市上東にかけての山陽新幹線北側沿いの部分では片側ー車線のため、近

年は朝夕の交通渋滞か激しくなっていた。 このため、岡山県は新幹線の面側沿いにも道路をあらたに

建設し、路線を拡大する形で渋滞の緩和を図ることとして、順次に建設を進めている。

一般県道吉備津松島線は、川人巖井線の西端にあたる岡山市中撫111から新邸までの南北路線か平成

18年度に開通したか、中撫JIIから西の新幹線南側沿いの道路建設部分についても、古備津松島線の一

部として着工することとなった。建設予定地には新幹線や都市計画道路の建設等によって遺跡の存在

が明確なため、岡山県岡山地方振興局（現岡山県備前県民局） と岡山県教育庁文化財課との間で、遺

跡の保存についての協議が行われた。 その結果、遺跡については記録保存のための発掘調査を岡山県

--- ' _£ ン~- 'L—.
, —: "'"ー：；--c,-,,, 

第3図

斜線：追加範囲） (1 /1,500) 

“ 

1

2

3

4

5

 

暗灰色上（現耕作上）

青灰色粘件砂質上（旧耕作上？）

淡灰黄褐色～淡青灰色粘件砂質上（床上）

淡灰褐色細砂（造成上）

淡青灰色粘件砂竹上

第4図
。
ー

6
7
8
n
3
 

淡灰褐色粘件砂竹上

灰黄褐色粘質上

灰色～褐灰色粘贋上

暗灰色粘贋上

灰色粘竹上

11 

12 

13 

14 

淡灰色～暗灰色粘質上

淡青灰色～灰色～暗灰色粘上（塊状混合上）

暗青灰色粘上（塊状混合上）

灰黒色粘上

試掘穴北壁土層断面図 (1/80)

-,5-



第2章調査の経許

古代古備文化財センターが実施し、重要な遺構などが発見された場合には別途協議を行うこととした。

調査対象地は過去の調査成果から第 3図の 1区から 5区までの2,200m'である。

発掘調査は平成19年4月10日から、現地ての掘り下けを開始した。 3区から 5区まては用水路によっ

て重機が直接進人できないため、水路上に仮橋を架けることとし、その完成までに、 3区から 5区の

北端に幅1.5m、長さ98mのトレンチ（試掘溝）を掘削し、土層の堆積状況や遺跡の内容を把握する

こととした。土層観察の結果、微高地の基盤屈や古代の包含層が 5区の西端まで存在し、明瞭な微高

地の下がりか認められなかった。遺跡かさらに西方へ続く可能性か高くなったため、備前県民局と教

育庁文化財課とで現地協議を行い、 5区より西で逍跡の確認調査を実施することとした。

5月7日から重機による表土剥ぎか可能となり、 3区・ 5区・ 1区の表土を除去し、まず 1区の調

査、続いて 5区の調査を開始した。 1区では古代の包含層巾から逍物か多量に出土し、越州窯系青磁

や緑釉陶器片か多く出士したことからより慎重な発掘か要求され、黒褐色系の土で分屑か困難であっ

たことなどもあって多くの期間を要した。 5区でも大形の水路か錯綜して検出され、隣接地では水田

耕作巾であったことから出水にも悩ませられ、 8月上旬まで調査を継続した。

5月23日から前述の確認調査に着手した。試掘穴の位置と北墜の土層断面図は第 3・4図に示した

が、試掘穴 1(T 1)の第 9層が古代遺物包含層と想定され、第12層は 5区の微高地悲盤層に続く可

能性が考えられた。試掘穴 2• 3では古代遺物包含屑は確認されなかったため、試掘穴 4を掘削した

ところ、第10層が第 9層と土質や上面か波打つ形状で類似した状況をみせた。すべての試掘穴から遺

物の出土をみたものの、中世・近世のものがほとんどて、試掘穴3ては僅少てあった。以上のことか

ら、第 4図にあるように、試掘穴4付近を追跡の西端と考え、あらたに 6区を設定した。

5区の調査終了後 3区の調査に入った。 3区では北側のトレンチ調査から弥生時代以降の大きなた

わみ地形の存在か知られていたため、中但の包含層を除去した後、中央にトレンチを入れて土層を観

察した。たわみの上部に 2層の薄い黒褐色系の土層か確認され、これらか洪水をかぶった旧表層であ

る可能性か高いと判断し、湿地状の地形を星していたと考えた。出土遺物もほとんどなかった。この

湿地状の地形は 4区にも続いていることかトレンチ調査で確認された。

2区と 4区は排土の関係で二分割して発掘調査を行った。 4区は前述のように湿地状の地形か大部

分であったことから、 トレンチ調査によって土層と遺物の出土状況を確認して調査を終了し、 6区で

も西に向かって湿地状の土層状況が中央トレンチて確認されたことから、その段階で調青を終了した。

2区では基盤層上面まて掘り下けを行った。 11月28日に資材を撤収し、発掘調査を終了した。

調査日誌抄

平成19年

4月2日（月） 調査準備開始。 8月7日（火） 5区調査終了。

10日（火） 発掘資材搬人。 3~5 区北 8日（水） 3区調査開始。

側トレンチ掘り下げ開始。 24日（金） 1区調査終了。

5月7日（月） 3・5区重機による表士除 9月10日（月） 2 S区調査開始。

去開始。 1区調査開始。 14日（金） 3区調査終了。

14日（月） 5区調査聞始。 19日（水） 2N区調査開始。

23日（水） 確認調査開始。 24日（月） 4W区調査開始。

29日（火） 確認調査終了。 10月10日（水） 2 S区調査終了。
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22日（月） 4W区調査終了。

11月1日（木） 6区調査開始。

16日（金） 4 E区調査開始。

20日（火） 2 N• 6区調査終了。

文化財保護法に基づく提出書類一覧

埋蔵文化財発掘の通知（法第94条）

番 文書番号 種類およひ 所在地

号 日付 名称

1 教又埋 集落跡 岡山市中撫川

第20号 山撫川遺跡 地内

Hl9.4.4 

埋蔵文化財発掘調査の報告（法第99条）

釆E日 文書番号 周知・ 種類および 所汀地

号 日付 周知外 名称

1 岡古調 周知
集落跡

岡山巾中撫川

第 7弓 439-1 Ii力)

H 19.4.18 
中撫川遺跡

埋蔵文化財発見通知（法第100条）

番 又書番号 物件名 出土地

号 日付

1 教文埋 弥生土器•土師器· 岡山市中撫川

第1000号 須忍器・陶磁器・瓦 439-1 ti力)

H 19.11.30 •土製品・金属製晶 中撫川逍跡

• 木製品等

計整理箱83箱

第2節報告書作成の経過

26日（月） 4 E区調査終了。

28日（水） 現場資材撤収。

30日（金） 発掘調査終了。

面積 目的 届出者 期間 主な

(rri勺 指示事項

2,100 道路 岡山県備前 H20.1.l- 発掘調査

県民局長 H20.3. 31 

面積 屈因 報告者 担当者 期間

(rrl勺

2,200 道路 岡山県古代古 岡本罰久・ Hl9.4.10 

備文化財セン 氏平昭則・ ～ 

ター所長 田中政之 Hl9.9.30 

出土年月日 発見者 土地所有者 現保管場所

H 19.4.10 岡山県教育委 岡山県知事 岡山県古代

～ 員会教育長 石井汗弘 吉価文化財

H 19.11.30 門野八洲雄 センター

第2節報告書作成の経過

発掘調査の終了後、調査員 1名が報告書作成のための整理作業に12月 1日から人った。出土遺物の

洗浄と注記作業は、調査中に現場事務所でほほ済ませていたため、接合・復元作業から着手し、実測

用遺物の抽出、実測、写真撮影と進めた。遺構については、図面整理の後、調査区別の遺構配岡図、

個々の逍構の浄写を行い、一部、割り付け作業や原稿執筆も行った。整理作業は平成20年 3月31日ま

で実施し、次年度にも継続することとして一時作業を中断した。

平成20年度は、 7月 1日から整理作業を再聞し、調査員l名が担当した。遺物実測と撮影用の復元

作棠・写真撮影を継続し、調査員は遣物実測図の点検• 修正と遣物の浄写に集巾した。 9月末には遺

物の写真撮影や浄写を終了させ、遺物図版の作成に人った。 10月からは報告書の割り付け作斐を行い、
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第2章調査の経許

10月24日に割り付けか完了した。掲載遺物は士器か229点、士製品は34点、金属製品18点、木製品17

点、石製品 9点で、合計307点を数える。 11月中には原稿執筆を終え、印刷業者も決定した。

以後、校正作業を継続し、年度末には報告書の完成をみた。また、平成21年 1月からは出土遺物や

写真・図面類の収蔵管理作業を実施し、年度内に古代占備文化財センター内における保管を終えた。

第3節 発掘調在および報告書作成の体制

前述のように、発掘調査は岡山県教育委員会か岡山県備前県民局から委託を受け、平成19年4月1

日から同年11月31日まで実施した。発掘調査の実務は岡山県古代吉備文化財センターか担い、同セン

ター職員 3名か配置された。発掘調査の終了後、継続して報告書作成作業に着手し、同センター職員

1名か担当して平成20年3月31日まで整理作業を行った。

平成20年度に入って報告書作成作業は一時巾断されたか、平成20年7月1日から再開され、同セン

ター職員 1名か配置され、同年度末の報告書刊行に至るまで作梨を継続して実施した。

発掘調査およひ報告書作成作斐の体制は以下のとおりである。 （岡本）

平成19年度 I平成20年度

岡山県教育委員会 岡山県教育委員会

教育長 門野八｛州雄 教育長 門野八洲雄

岡山県教育庁 岡山県教育庁

教育次長 神田益穂 教育次長 岡野健一

文化財課 文化財課

課 長 藤井守雄 課 長 三村 修

夫多 事 田村啓介 夫多 事（埋蔵文化財班担当） 木山潤郎

総括副参事（埋蔵文化財班長） 光永真一 夫多 事 田村啓介

主 任 小嶋善邦 総括副参事（埋蔵文化財班長） 光永真一

主 任 金出地敬一 主 任 小嶋善邦

岡山県古代吉備文化財センター 主 事 平井利尚

所 長 高畑知功 岡山県古代吉備文化財センター

次 長（総務諜長） 小林 勝 所 長 藤川洋二

夫多 事 岡田 博 次 長（総務課長） 小林 勝

副参事 中島謙次 夫多 事 岡田 博

〈総務課〉 信紐汀努畠t〉

総括副参事（総務班長） 若林一憲 総括副参事（総務班長） 若林一憲

± 任 福池光修 主 任 福池光修

〈調査第一課〉 主 任 中島 、y.LJヽ

課 長 中野雅芙 〈調査第二課〉

総括副参事（第二班長）（調査担当）岡本寛久 課 長 島崎 東

主 任 （調査・整理担当）氏平 昭則 総括副参事（第二班長）（整理担当）岡本 麗久

主 事 （調査担当）田巾政之
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第1節調査区の概安

第3猷発掘調査の概要

第1節調査区の概要

1 1・2区の概要

調査の行程上調査区を 6 つに分け、東から番号をふり 1~6 区とした。 1·2 区は北を新幹線調査

地点、東を岡山市調査地点に接している。これらの過去の調査では古代・中但の建物や古代以前の溝

群を検出していることから、その続きを予想した。西は現在の用水路かあり、南は畑地である。用水

路を隔てて西の 3区に比べ、実際には表土で海抜高 5cm程度高いに過ぎない。

表土下は 2区から 1区西側まで中世包含層か認められた。 1区東側では中世包含層は存在せず、古

代の包含層が 2層に分かれて堆積していた。上層は黒褐色微砂層で、調査区北東の窪地を中心に堆積

していた。この層は11世紀前半までの遺物が多数出土している。下層は灰黄褐色微砂屈で、 1区南東

部に堆積する。下層の範囲てあるが、 1区北側ては上層に切られ、西は 1区端まてて、南は調査区外

へ伸びる。この層は10世紀前半まての遺物を大量に含んていた。 2区ては中世邑含層除去後、 1区で

は古代包含層除去後に古代の溝 9・10を検出した。溝 9・10は1区に対し 2区の残りがよくなかった。

古代溝の下では弥生～古墳時代の溝群を検出した。 2区では古墳時代前期の溝 7・8かJII人大溝上層

と同様の砂属で埋没し注目されよう。 1区は古墳前期の溝4か弥生後期の溝2を踏襲している。（氏平）
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1.0m 

X-149650 . 
- -'  

＼ 

I 
, I _ _.. --r-—ー·―――

C ど...............¥ 

Y
-
4
5
0
0
0
 

Y
-
4
5
1
0
0
 

0 50m 
~ 

I火黄褐色し10YR5/2)微砂（中化包含層） 黒褐色 (lOYR~/1) 微炒＼弥生前期以前包含層） I火禎褐色 OOYR4/2)枯十（某屈層）

第5図 調査区北壁土層柱状國 (1/1,500• 1/150) 
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第3章 発掘調査の概安
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第6函 1・2区主要遺構配置函 (1/250)

暗灰黄色(、2.5Y,1/2)+ほか（表十・現代掘削j)

I火黄褐色 OOYR5/2)微砂（中化包合屑）

m褐色 (10YR3/2)微沙（叩安時代包合屠）
にふい黄橙色 (lOYRo/4)微砂（占代屑 9坪上）

にふい黄橙色 (1UYR6/3)用砂（古墳時代溝 7・8坪十）

。
ー

G
L
1
8
9
 

暗褐色 (10YR3/:3)~畢褐色 (1UYR3/l)微砂〔古墳時代溝 4坪十）

黒褐色 OOYRげ/2)微砂（弥生防代溝2埋十）

暗褐色(、10YR3/3)微沙

黒褐色 (10YR3/2)微砂

灰黄褐色 (lOYR,J/2)枯贋十（某盤門）

第7図 1・2区北壁土層断面図 (1/100)

暗灰黄色 (2,5Y1/2) +ほか（衣十・現代拡削）

坦褐色しlOYR名/2)微砂（古代包含層上層）

灰笛褐色 (10了R4/2)微炒（古代包合層下層）

褐灰色 (10YR4/1)微砂（白代溝10)

黒褐色 (10YR2/2)微砂

灰黄褐色 (lOYR,J/2)微砂（弥牛時代溝 1)

陥褐色 (lOYRげm微砂＼弥生包含層）
累褐色 OOYR3/l)徴沙（弥生包合層）

灰岳褐色 (10YR4/2)粘上（且盤屈）

第8図 1区東壁土層断面國 (1/100)
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第1節 調査区の概安

2
 
3区の概要

3区は 2本の用水路の間でもっとも東側の調査区で、耕作痕と溝 3および下がりを確認した。

表土下は近世• 中世包含層て、遺物は小片が少量ある。 その下の耕作痕は進行方向に対し横長の楕
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第9図 3区主要遺構配置図 (1/250)
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灰笛褐色 (10YR4/2)微砂

苫灰色 (2.. oY 4/1) 微沙（炒• 小礫多）

贄渇色 (2.ぅY.5/4)ぷ古i牛微砂

次苗褐色 (lllYRり/2)枯件微砂

にぶい笛掲色 (10了R5/3)枯性微砂

褐色 (10YR4/4)帖性微妙
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1

ー

1
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1
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陪褐色 (10YR3/3)枯性微砂

灰苫褐色 (10YR4位）微妙

にふい黄褐色 (lOYR4/3)枯件微炒

呈褐巴 (lllYRVl)枯件微砂

褐I火色 (10YR4/l)枯＇貞土

12 

13 

14 

15 

16 

黒褐色 (10YR3/2)枯I生微砂
黒褐色 (lOYR2/3)粘性徽砂

虫色 (lOYR2/l)枯f牛シルト
呈褐巴 (lllYR月/2)枯件ノルト

笛I火色 (2ぷY4/l)粘土（基益層）

第10図 3区北壁土層断面國 (1/100)
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第3章 発掘調査の概安

円形かほほ等間隔で連なる形状で、東西方向と北東から南西方向のものか存在する。

耕作痕と同し検出面で、溝3と下がりの線を検出した。下がりは溝3を挟んで東西にあり、 その上

端の線は溝 3と平行である。西側下がりの層位は 3層で、第10図第 8層と第11層の間に第10層の黒褐

色層を挟む。黒褐色層は炭化物を含む層で、ほほ水平に堆積している（巻頭図版 1-2)。西側下がり

出土の遺物は時期不明の土師器のみてある。西側下がり部分の底面の海抜高は0.80mて、下がりの肩

から約13m西で緩やかに上がり、海抜高1.10mて水平になる。東側下がりも同様の堆積状態てあった。

このような下がりは、人工的な遺構とは考えにくく、 自然の湿地とするのが妥当てあろう。東西の
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溝11

溝14
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第11図 4区西端.5区主要遺構配置図 (1/250)
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I火禎祝色 (10YR4/2)土（表土、撹乱）

明芯褐色 (10了R6/6)徴炒（近世耕作土）

褐色 (10YR4/6)微砂～灰缶褐色 (10YR4/2) シルト（近化溝14坪上）

暗灰黄色 (ViH/2)微砂～仄色 (ViY,j/1)微砂（近世溝11坪十）

光l火色 OOYR5/1)徴砂（中い包合属）

灰共褐色 (10了R4/2)徴炒（沌11埋土）

拍褐色 (10YR5/6) • 灰岳褐色 (10YR5/2)枯質上臣状屈合上（溝11坪上）
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1

1

1
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にふ‘い芦褐色 OOYR4/3)帖闘土（沿11埋土）

暗灰黄色 (2.5Y4/2)微砂

にふい黄褐色 (10YR1/3)微i少（溝121隼十）

応l火色し10YR5/1)微砂混しり枯土（溝12埋土）

灰芦褐色 (10了R4/2) ンルト

缶灰色 (2.5Y4/1)粘上（桔盤屈）

第12図 5区北壁土層断面國 (1/100)
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第1節調査区の概安

下かりを溝 3と一体にして水田であるとも考えられるか、畦畔や水口か見られないこともあって可能

性の指摘に止めたい。 （氏平）

3 4・5区の概要

中撫）,, 遺跡の今回の調査は、東西に長い調査区が 2本の面北の用水路で分断される格好てある。 2

本の水路間の調査区は調査の都合上 3つに分割した。中央の調査区が 4区、西側の用水路に接するの

が 5 区てある。 3~5 区は最初に調査区北端に東西のトレンチを入れた後、全面調査を行っている。

4区全面調査は、排土の関係上西側と東側に分割している。 4区は 3区から続く下かりかさらに一

旦低くなり、 5区へ向かって上かる部分になる。遺構は南西端に中但の溝13・ 土墟 3かあるか、それ

以外確認できなかった。

4区の士屑について東から述べる。 3区からは、第10図第14層にあたる基盤層匝上の黒色粘性シル

トか西へ約23m続く。黒色枯性シルトか切れる地点、 3区西端から西へ約38m地点から凰盤屈はゆっ

くり下がり、 3区西端から西へ約57m地点で上がる。この 4区低位部には、海抜高1.10mと1.20mに

黒褐色層が 2層、約19mの範囲で堆積している（巻頭図版 1-3)。 4区低位部の出士遺物は土師器

か弥生土器の小片で、量も少ない。この低位部が終わり、 3区西端から西へ約57m地点から約63mの

間に若干の高まりがある。平面では直径約 5mの円形の範囲を確認した。そこから 5区まては再び低

位部になる。基盤層直上の黒褐色層は途切れながら 5区まで存在する。

5 区ては、中世の溝群• 土堀、近世の溝• 水田・耕作痕を検出した。中世の溝群は中撫川遺跡ては

これまて未確認て、遺跡の広がりとあり方を考える上て重要な遺構てある。溝11の埋没時期は埋土出

土の土師器椀より室町時代前半、溝13は備前焼すり鉢から室町時代後半と比定できよう。溝13の出土

遺物の時期幅か広いため、溝11か室町時代後半になると埋められ、溝13か改修して使用された可能性

か高い。その後、近世には溝13の痕跡上に水田 1、現在の用水路に並行して溝14か成立する。溝14に

は士層断面より複数回の改修か想定でき、最終段階では溝14は水田 1より新しい。

5区の中世以前であるか、中世溝群以外では層位的には 1区と類似し、凰盤屈上には黒褐色微砂屈

か存在する。この黒褐色微砂層は、調査区中央部や北東部の溝群か通らない所に残っていた。 5区の

黒褐色微砂層からは 5 世紀後半の須恵器 (27• 28)か出士していて、古墳時代の可能性が高い。 1区

枯盤層直上の黒褐色微砂屑が弥生時代後期以前であるのと異なる。 （氏平）

4 6区の概要

6区は今回の調査て最も西端の調査区てある。 5区の遺構出土を受けて確認調査を実施し、遺構の

存在か予想されたため全面調査に踏み切った。

その結果、結論としては平面では逍構か認められなかった。調査区の北• 中央• 南に東西方回のト

レンチを設定し、基盤層まで掘り下げたか遺構は検出できなかった。

士層は、表土の下に造成砂層、さらに中世包含層かあって賠灰色～黒褐色枯土、さらに見盤層とな

る。中世包含層より下は 3 区~4 区と同様湿地の状態である。遺物は小片であるか出土している。第

4図T1の第 8屈からは包含屈出土226に似る白磁口緑（素縁）、同じく第11屈からは古墳時代の士師

器甕D縁片か出士していることから、巾世包含層は室町時代を中心とし、賠灰色～黒褐色粘土は古墳

時代前期に相当する堆積と言えよう。 （氏平）
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第3章発掘調査の概安

第2節 古墳時代以前の遺構・遺物

1 概要
Y
-
4
4
9
8
0
 

縄文時代は遺構・包含層は存在せず、 1区の石鏃

S 1と石匙S2の遣物のみてある。

弥生時代の逍構は、 1~3 区に散在している。い

ずれも溝である。逍物は 6区まで出土し、 6区包含

層から 9の甕か出土している。 1区埜盤層直上の黒

褐色微砂層（第 8図第 8層）は、吉備津松島線の平

成13年調査時の弥生時代前期包含層と似るか、今回

の調査では前期の土器は見られなかった。

古墳時代は 1・2区で砂層で埋まる溝7・8など、

古墳時代前期 (J11人大溝上層併行期）の遺構がある。

3区より西では包含層て須恵器が見られる。（氏平）

X -149630 
i 

溝 2

溝 1

0 5m 

2 縄文•弥生時代
第13図 1区弥生時代遺構配置図 (1/250)

溝 1(第 6・8・13・14図、図版 3)

1区東壁土層断面図の通り、 1区東端で古代遺構面下に検出した。平面では調査区外から西へ弓状

に広かる部分のみである。底部は北から南へ緩やかに下り、深さは調査区東壁で4.5cmを測る。調査

区内で東側への立ち上かりは検出していない。逍物は、 1の鉢底部などの土

器片か小量存在する。遺構の埋没時期は弥生時代後期であろうか。 （氏平）

溝2 (第 6・7・13・1.5図、図版 3)

＼二

第 7図1・2区北壁士屑断面図で示した通り、 1区北側で溝4下層に検出
O
ヒ

10m 

した。北から南へ緩やかに流れるが、中央より南側は古代の溝9・10で削ら 第14図 溝1

れるため詳細は不明てある。長さは約 6m、幅は検出面で4.7m、深さは最 出土遺物 (1/4)

大35cmを測る。底面はほほ平らである。埋土は黒褐色微砂、土器より遺構の埋没時期は弥生時代後

期後葉てある。 （氏平）

2 は甕て、口縁部を直立に拡張させ、 2 条の凹線を飾る。 3~5 は台付鉢て、杯部の口縁は内折さ

せる。 6~8 は高杯て、柱状部は短く、外反する杯部外面には縦方向のヘラミカキが残る。 （岡本）

)- 1ーロ ＼ 
2 

ー)Lr~;>-r1 
~" lc<,J-k(;;V 
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0 10cm 
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7
 

第15図溝2出土遺物 (1/4)
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第2節 古墳時代以前の遺梢・遺物

溝3 (第 9・16図、図版4)

3区の東側で検出した、北東から南西へ流れる溝である。断面は中

央が凹んだ逆凸状を呈する。士層は地山との区別が明瞭て 2層に分か

れる。幅は検出面でl.3-l.4m、深さは25cm、底面の標高は1.00-

0.98mてある。遣物は 5片の土器片て、磨滅していていずれも器種不

明てある。遺構の埋没時期は弥生時代としたか、遺物が少ないことや

周辺に弥生時代の遣構が存在しないことから断定は避けたい。（氏平）

遺構に伴わない遺物（第17図、図版 9)

9~11 は弥生土器とみられる。 9 は 6 区の中央トレンチから出土した甕である。口縁部を上方へ摘

1.40m 

w 

0 1m 一1 灰黄褐色 (10YR4/2)微砂
褐I火色 (10YR4/l)粘判土

第16図溝3 (1/60) 

み上げている。器表は剥落している。 10 も甕で、 ~w区の中央トレンチから出土した。 D縁部をわず

かに拡張させる。 11は溝 6から出土した。やはり甕で、口縁部をすこし拡張させ、沈線を 1条巡らせ

るようである。これらの土器は橙色系の色調を呈する。弥生時代後期後葉のものと考えたい。

石器を 5点図示した。 S1は1区出土で、打製の石鏃とみられる。舌状の茎部の形状か整わずやや

異形である。サヌカイト製で、重量は1.46gを測る。縄文時代の可能性もある。 S2は1区の表士下

20cmまでの部分から出士した。打製の石匙て、縦長とみられる形状の半分以上を欠損している。片面

は大きな剥離面をそのまま残す。サヌカイト製で、罷文時代後期以降のものか。 S3は3区の南側溝

から出土した。磨製の石包丁て、半分以上を欠失するが、二つの穿孔がかろうして確認てきる。刃部

は湾曲し、磨威したためか鈍い。石材は片岩系て、弥生時代前期のものか。 S4は5区の中世以前の

包含層（黒褐色土・灰褐色土）から出土した。サヌカイト製の打製石包丁て、半分強の残存かと推測

される。短側部に挟りか人れられているか、その下の角部分にも挟りか認められる。刃部は鋭く、背

部には刃潰しの細かい剥離かなされる。刃部付近には珪酸分か付着する。弥生時代中期のものか。 S

5は1区の西側溝、地表下60cmまでの掘り下げ中に出土した。 1面には線状の傷か複数あり、 2面は

わずかな凸面で、平滑に磨かれている。器種は不明である。石材は変成岩とみられる。 （岡本）

r~z< ， 
ー／ー／ こ

10 11 S1 
S2 

゜
10cm 5cm 

八

＼

S3 

S5 

S4 10cm 

第17図 遺構に伴わない縄文・弥生時代遺物 (1/4• 1/2• 1/3) 
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第3章 発掘調査の概安
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溝 7
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第18図 1・2区古墳時代遺構配蓋図 (1/250)

4
 

3

溝

古墳時代

（第 6• 7• 18図、図版2)

第 7図の通り、 1区の北側で弥生時代溝2上層に検出した。

北から南へ緩やかに流れるか、調査区中央から東西へ広かっ

ている。底面の標高は 1.1~1 mであった。出土した少量の

土器片から、遺構の時期は古墳時代前期と考える。

溝5（第 6・18・19図、図版3)

1区北西端で士師器を含む西側への下かりを検出した。埋

士は灰黄褐色微砂、深さ

□□ ロ
14 

（氏平）

は北側が深く 30cmを測

るが、南側は浅くない不

明賄になっていた。長さ

12 

は南北2.4mである。

溝6

13 

10cm 

第19図 溝5出土遺物 (1/4)

2区でも検出に努めたが、溝 7との境が不

明瞭て、溝 7と一体の溝てある可能性が高い。

12と13は古墳時代前期の甕で、同一個体かもしれない。

には櫛描き沈線、肩部はハケ、底部はヘラミガキ調整。

（氏平）

□縁部

（岡本）

（第 6・18図、図版 2・3)

15 

0 10cm 
~ 

第20図 溝7出土遺物 (1/4)

2区南東で北東から面西方向に検出した。埋士は褐色微砂で、

北側か 1段深くなりその部分は黒褐色微砂を呈する。深さは検出

面から 10~20cm、底面の標高は1.l~l.2mであった。長さは約 4

mである。中央より北側は古代の溝10で削られるため詳細は不明

である。遺物は土師器かあい、古墳時代の範疇であろう。（氏平）
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第2節 古墳時代以前の遺梢・遺物

/1ー ~?I~□ 
18 16 

~( 
17 

>-p 
□/ 
21 (-c)~/v ・

22 

10cm 

第21図溝8出土遺物 (1/4)

溝7 (第 6・7・18・20図、図版 2)

2区北東から南西方向に検出した。埋土はにぶい黄橙色細砂で、枯質部分か少ない砂層である。基

盤屈とは容易に区別できた。深さは10-20cm、底面の標高は1.15-l.2mであった。平面は北西岸は

蛇行した状況、南東岸は不明瞭な状況で検出した。溝5か東岸の一部である可能性もある。 （氏平）

14• 15ともに甕である。 14は二重口縁をもち、立ち上がり部分には櫛描き沈線が残る。 15は口縁端

部をわずかに肥厚させる。どちらも桐部内面はヘラケズリされ、頸部下端に稜線を認める。 （岡本）

溝8 (第 6• 7• 18• 21図、図版 2• 9) 

溝 7を掘削中に、さらに砂屑か残る部分として検出した。埋土は溝 7と区別かつかなかった。幅は

0.43~1.25m、深さは検出面から 7 -10cm、底面の標高はほぼ1.lmてあった。底面には凹凸があり、

中央付近て掘り方か不明瞭な部分があった。土器は北側て集中して検出した。 （氏平）

16~19 は甕、 20~22は小形の手捏ね土器である。 16• 19~21 は同じ土器集中地点から出土した。 17

~19は二重口縁の甕で、口緑部には櫛描き沈線を巡らせるか、 16の口縁部は上下に拡張させ、凹線状

の窪みか巡る。 20・21はミニチュア士器で丸底だか、 22の底部は平底で安定している。 （岡本）

遺構に伴わない遺物（第22図、図版9・12)

23~26は土師器、 27~29 は須恵器、 C 1は円柱状の土錘である。 23は2N区、 24・25・C1は1区、

26は4W区、 27・28は5区、 29は3区から出土したもので、いずれも包含層に含まれていた。

□―ー(l
(l::::>-,', 
＼ 

2
 

----l -

24 

25 ~ 
゜

10m 

C1 

゜~ 
5cm 

~ -,~'":~/ (l, ~)口／口／
第22図 遺構に伴わない古墳時代遺物 (1/4• 1/3) 
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第3章 発掘調査の概安

23は壺で、 □縁部を折り返して強くなでつけ、突響を形成している。 24も壺で、桐部内面はヘラケ

ズリのあとナデとオサエで調整している。頸部を桐部に差し込み、押し広げて内面にり長り付けている。

25は小形の甕である。内面はナデ・オサエの調整て、 口縁端部を摘み上げる。 26は甕の口縁部で、直

立ぎみのD縁端面を作る。 23-26は古墳時代前期のものである。 27は杯蓋て、ほほ 1個休分がかたまっ

て出土した。天井部下端の突起は鋭い。 28は杯身て、 口縁の立ち上がりは高く、端部に凹面をもつ。

29 も杯身て、立ち上がりはきわめて短い。 27• 28は5世紀後半、 29は6世紀末かと考える。 （岡本）

第3節 古代の遺構・遺物

ー 概要

古代は 1・2区で包含層と遺構を確認した。古代包含層は上層の黒褐色微砂と下層の灰黄褐色微砂

の2層に分けられる。上層は 1区北東から下層を覆い、 1区東端では窪地に堆積する。越州窯系青磁

167• 168、緑釉陶器156-166なと 9-10世紀の遺物か注目されるか、下限は11世紀である。下層は 1

区南東側に広がい、北• 西へ薄くなって消失していた。下層は出土遺物より 10世紀前半ころと考えら

れる。遺構は平安時代の溝• 土壊・柱穴がある。溝 9は8-9世紀の遺物を含み、溝10が9-10世紀

てある。遣物からも、平断面の観察からも溝 9より 10が新しい。柱穴は 1つだけ検出したが、建物に

なる根拠を示せなかった。 3区より西では中世以降の包含層に遺物が散見される。 （氏平）

2
 
各遺構

土壊 1（第 6・23・24図、図版 1)

1区北東に位置する士爛である。古代包含居上層である黒褐色微砂層の上部で検出した。土塙には

円礫か充坦されていたか、検出面付近で密集する状態であった。掘り方は30~35cmの楕円形、断面

Y
-
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第23図 1・2区古代遺構配謳図 (1/250)
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第3節古代の遺梢・遺物

1.70m 

50cm 

30 

10cm 

1 灰閉褐色 (lOYRo/3)微砂 没したのであろう。 （氏平）

第24図 土壊 1 ・出土遺物 (1/20• 1/4) 柱穴 1(第 6・23図、図版 1)

1区北東端に位置する柱穴である。弥生時代以前の包含層の黒褐色微
／
 

1.60m 

50cm 

1 、卑褐色 (10YR3/2)粘性シルト

はU字形で深さは15cmを測る。遺物は土器で、埋士中も含めて図示した

30以外は小片であった。 30は黒色土器椀で内面が黒色を呈する。口径は17

cmと推定される。遺構は平安時代後半に埋没したと言えよう。 （氏平）

土壊 2 (第 6• 23• 25図、図版 1)

1区北東に位置する土堀てある。古代の包含層上屑てある黒褐色微砂層

上部で検出したが、埋土は包含屑と区別

が困難てあった。礫は検出面ては隙間か

ないように充填していた。掘り方は37~

48cmの楕円形、断面はU字形で深さは

17cmを測る。逍物は小片の士器であっ

た。逍構は土塙 1に近い時期、古代に埋

砂層と同し色調の埋士である。掘り方は65cm四方の方形、断面も方形

て深さは約30cmを測る。中央に径約30cmを測る円形の柱痕が存在した。

遺物は小片の土器てあった。遺構は平安時代の可能性が高い。 （氏平）

溝9 (第 6• 7• 23• 26~28図、在頭図版 3 • 図版 1• 9・12)

1・2区を北西から南東へ流れる溝てある。古代包含層除去後に検出

し、埋土は 1区の古代包含層下層に（以る灰黄褐色微砂である。深さは南

側で最大40cmだか、北側では 5cm程に浅くなる。幅は1.2~3.2m で長

さは約21mを測る。底面の標高は0.97~1.30m であった。断面形は皿状

を星する。溝10と切り合い閃係かあり、断面でこの溝より溝10のほうか

新しいことを確認した。

この溝には、北岸から溝巾央にかけて 3つの角礫を検出した部分かあっ

第25図 土壊2 (1 /20) た。角礫はほほ真北にL2m、等間隔で荘べられていた。角礫それそれ

の大きさは30~40cm、底面は掘り方底面に接していた。 （氏平）

溝 9 からはかなりの遺物が出土した。土器の他にも瓦• 土馬・土錘• 円盤状土製品・石鍋がみられ

たが、遣物の年代輻がかなりある。第 7図の土層図によると溝9の上には中世の包含層が接し、 2N

区ての溝 9はきわめて浅い。石鍋S6 や円盤状土製品C6~9 は 2N 区出土てあり、中世包含層から

1.40m 

2m 

1 灰梵褐色 (10YR5/2)釧砂（溝10埋上）

灰黄渇色 (lOYR,1/2)細砂（溝 9坪上）

第26図溝9• 10 (1/60) 

混人した可能性が考えられる。ほかに 2N区出

土のものでは31• 44~46• 49~51• 53かある。

31~39は須恵器である。 31~33は宝珠形の摘

みかついた蓋で、口縁部は屈折せず、下方に摘

み出している。 34・35は杯で、断面方形の短い

高台か底面の周縁に付けられる。 36は水瓶のよ

うな細頸壺で、肩部に櫛描き波状文を飾る。 37

は壺の底部、 38• 39は甕の胴部片である。
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第3章発掘調査の概安

40-48は土師器である。 40は皿の可能性もあるか、蓋と考える。 41は皿、 42は杯、 43-45は椀であ

る。 45 は体部の下端に突響をもつ。 46は精良な胎士で、三脚盤の脚の可能性がある。 47• 48は下膨れ

の桐部をもつ甕て、口縁端を上方へ拡張させる。内面はヘラケズリの後にナデている。

49は緑釉陶器の椀、 50は緑柚陶器の皿で、素地は須恵質である。 49は京都府篠窯産で、 10世紀前半、
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第27図溝9出土遺物 (1) (1 / 4) 
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第3節古代の遺梢・遺物
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第28図溝9出土遺物 (2) (1/3) 

50は洛北窯産で、 9世紀前半とされる。図示していないが、愛知県の東海産かとみられる須恵質緑柚

片も出土し、 9世紀後半から10世紀初頭とされる。 51は黒色土器椀で内面が黒色である。

52• 53は平瓦の破片て、凸面は縄目タタキである。 52には枯土板の糸引きコビキ痕が明瞭に残る。

S 6は滑石製の石鍋の底部て、線状の傷が内面に認められるが、製作時のものかは疑問てある。

C2は土師質の土馬てある。破損が著しいか、竹管状工具の刺突による目の存在からかろうじて馬

とわかる。たてがみの表現はあるようだが、鞍や轡• 引き手はみられず、裸馬のようである。

C3-5は土錘で、 C3• 4は両端のすぼまった土管状、 C5は円柱の両端に穿孔し、木Dに糸架

けの溝を刻む。 C6-9は円盤状土製品で、 C6• 9は平瓦、 C7• 8は須恵器片の加工である。

溝 9から出土した逍物の年代をみると、 8世紀後葉から 9世紀前半にかけてのものか多くを占める

か、それ以前や、 10世紀前半のもの、さらには中但遺物の混人も認められるようである。 （岡本）

溝10(第 6・8・23・26・29図、図版 1・10・12)

1・2区を北西から南東へ流れる溝である。溝 9と同じく古代包含層除去後に検出し、埋土は 1区

の包含層下層に似る灰黄褐色微砂である。深さは南側では20cm程度だが、北側では 3cm程に浅くな

る。幅は1.7-2.8mて、長さは約30mを測る。底面の標高は 1-l.30mであった。断面形は皿状を呈

する。溝9と切り合い開係があり、この溝より溝9のほうが古い。 （氏平）

第29図ぱ溝10から出土した遺物である。 54~53 は須恵器、 59~55• 68 は土師器、 59~71 は瓦である。

土錘や円盤状土製品も出土している。遺物は集中して出土することなく、各地区から等しく出土した。

56• 60• 63• 69は2S 区出土、 58• 61• 70• 71は2N区出土、それ以外は 1区出土てある。

54は長頸瓶と考えられる。桐部下半外面は手持ちのヘラケズリかなされる。肩部には日然釉か多量

にかかり、緑色を呈する。 55は杯で、底部外面は未調整である。 56 は高杯、 57• 58は甕である。 58の

D縁部は肥厚させ、外面に低い突帯面を作る。頸部には凹線状の窪みか巡る。

59~65は高台をもつ士師器椀である。高台は斜め外方へ短くのひるか、 59はやや高めである。 65の

底面は平らだか、 60などは湾曲している。大小の差かあり、 65の高台怪は74mm、61は62mmを測る。

66• 67は小形の黒色士器で、内面は炭素か吸着し黒色を呈する。高台は断面か三角形をしている。

底面は土師器椀と同しく、湾曲するものと平坦なものがあるようである。口径は66で108mmである。
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第3章発掘調査の概安

68はカマドの破片で、焚き口の上部に付くひさしの一部である。被熱による赤色変化か認められる。

69は丸瓦で、凸面は剥落している。 70• 71は平瓦である。凸面はともに縄目タタキで、内面には粘

土板を糸て引き切った痕跡が明賄に残っている。色調は橙色を呈するが、焼成は良好である。

C 10は両端のすほまった土管状の土錘てある。完形で、全長87mm、重量は136.8gを測る。 C11は

須恵器片を加工した円盤状土製品て、片面には平行タタキ日を残している。

溝10出土遺物の年代もかなり幅をもっているが、中心は 9世紀から10世紀前半とみられる。（岡本）
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第3節古代の遺梢・遺物

3 包含層遺物

古代包含層下層出土遺物（第 8• 30図、巻頭図版3• 図版10• 12) 

1区では第 8図にみられるように、厚い古代の包含層が堆積していた。古代の包含層は色調から分

別され、灰黄褐色～灰褐色微砂層が 1区の南東部を中心に堆積し、その層を一部覆いながら、北西部

に向かって黒褐色微砂が広がっていた。前者を古代邑含層下層、後者を古代包含層上層と呼ぶ。

第30図に示した遺物が古代己含層下層から出土したものだか、 80と84は溝8に混人していたものて、

層位関係からここに人れている。土器のほかに、鉄器や土鍾、羽口片や碁石なども出土している。

72~85は須恵器である。 72は蓋で、天井部は未調整である。 73~76は高杯で、脚端部を拡弧させ凹

面を形成する。 77は把手付きの鉢で、把手の断面は方形に近い。 78・79は蓋で、扁平な宝珠形の摘み

か付く。 80-83は杯である。 80は底面の周縁を回転ヘラ切りし、中心は未調整である。 81・83の底面

はヘラケズリだか、 82の底面は未調整である。 84は甕のD縁で、明瞭な端面をもつ。外面に櫛描き波

状文を飾り、下端に沈線を 1条巡らせる。 85は椀の底部で、底面は回転糸切り痕か明らかである。

86-92は土師器である。 86は乳頭状の摘みが付いた蓋である。 87は把手の取り付けられた甕で、把

手は舌状て平べったい。 88-91は杯てある。 88は内面に赤色顔料の塗布が認められる。 88-91の底部

外面は、いずれも周縁を匝転ヘラ切りし、中心部は指頭による押圧調整をした、いわゆる「底部押圧

技法」による 9回転台土師器」（武田恭彰「備中に於ける律令期土器様相の諸問題J『古代吉備』第18

集 古代吉備研究会 1996年）である。 92は小形の椀て、底部内面は湾曲して深くなっている。

93• 94は緑釉陶器椀てある。素地は須恵質で、釉薬は薄くかけられている。 94は京都府の］各西窯か

篠窯産とみられ、 9世紀後半から10世紀前半のものとされる。 95は中国から輸人された白磁碗で、ロ

縁部外面を肥厚させた玉縁をもつ。玉縁はあまり大形ではない。 11世紀のものと考えられている。

M1~4 は鉄製品である。 M1~3 は小形の釘とみられる。断面はガ形で、幅か 5~7 mmある。 M

1とM2は頭部か叩き潰されたようにみえる。 M4は銹化か激しいか、刀子の可能性か考えられる。

茎と刀身部との間に段をもつようである。

C12は楕円形の扁平な士錘で、周囲に糸を巻く溝か巡らされている。重量は25.9gを測る。 C13は

鞘の羽□片である。上図の一点鎖線から下は灰黒色を呈している。

S 7は碁石状の石英の加工品てある。直径15mm、厚さ 7mm、重量は1.52gてある。平面形はほほ円

形で、断面形は長楕円形を呈する。碁石とする説が強いが、祭祀具の可能性も指摘される（田中史生・

林健亮「岩屋遺跡の玉作について」『岩屋遺跡・平床II遺跡』島根県教育委員会 2001年）。

古代包含屈下層から出土した遺物の年代をみると、 7世紀から 8世紀のものか多くを占めるようで

あるか、 9底部押圧技法」の土師器椀や緑釉陶器椀などは 9世紀後半から10世紀前半のものてある。

これらの土師器椀に完形に近いものか多いことや、溝10の上部に位置することからすれば、下層の年

代は10但紀前半頃と考えられる。 11世紀代の85や95は上層からの混人の可能性か高い。 （岡本）

古代包含層上層出土遺物（第 7・8・23・31・32図、巻頭図版2・3・ 図版11・12)

古代包含屑上層は黒褐色微砂屑で、 1区の北東部を中心に広かっていた。第 8図では古代包含層下

層の上に斜面堆積しているようにみえるか、実際は第23図に示したように、調査区の東壁にそって浅

い窪地かあり、そこに堆積した土と考えることかできる。この窪地からは第23図に点で示した地点か

ら完形に近い大形破片がいくつか出士し、中国製の越州窯系青磁碗も含まれていた。
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第30図 古代包含層下層出土遺物 (1/4・1/3・1/2)

第31図は士師器と黒色士器である。 96~108は士師器椀、 109~122 は士師器杯、 123~125は黒色士

器椀、 126 は黒色士器皿、 127~129 は士師器鉢、 130は土師器甕、 131 は士師器カマドである。

-24-



第3節古代の遺梢・遺物

口
105 

,, ~ ~,F}7~~ ← -~,--c 
~J こ＿ーロニ／

97 ----口~_,,,
口

106~ 

98~/••\ 
\d .=/~~r 

ー109 

99 

~~ 
100 

~ 
117 

~ 
118 

~ 
119 

＼ 
120 

］ 

＼ 
121 

~ 
122 

114 

107 112 

ロニef~108 

＼ ~ ニ／

124 
123 

127 

128 

□口
129 

10cm 

130 131 

第31図 古代包含層上層出土遺物 (1)(1/4) 
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第32図 古代包含層上層出土遺物 (2) (1/4・1/3) 

士師器椀は体部や高台の形状により変化か大きく、それらの組み合わせからいくつかの類型化か可

能である。 96・97は直線的な体部と広く平坦な底面をもち、高台は低い。 9世紀代のものと考える。

102~104は底部と｛本部の境か屈折的で底面は平坦に近い。武田恭彰の古代後期 II a 期 ~II b期（武田

恭彰「林崎遺跡出土の古代士器について」『奥坂遺跡群』総社市埋蔵文化財発掘閲査報告15 総社市
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教育委員会 1999年）あたりに対応するようで、 9

世紀後半から10世紀前半とされる。 98-101・105・

106は施釉陶器を模倣した椀て、大小の別があり、

また、底面が窪む深椀と平坦に近い浅椀に分けられ

る。これらは武田古代後期IIIa期、 10世紀第 3四半

~ 三／
169 

'r--7ニ
-170 

第3節古代の遺梢・遺物

~ 
171 

10cm 

第33図 3-5区出土古代遺物 (1/4)

期とされよう。 107• 108は直線的な休部にやや高めの高台をもつ。施釉陶器の模倣からはずれた器形

て、武田古代後期IIIb期の後半とみられ、 11担紀初頭頃かと考える。

土師器杯も器形の変化か大きい。 109 は丹塗りで、 8 世紀代のものである。 111~122 は底部の周縁

を回転ヘラ切りし、中央部分には指頭圧痕を加える I底部押圧技法」によっている。 111のように体

部と底部の境か屈折的なものから、 117のように｛本部と底部の境か丸くあいまいになってくるもの、

さらには121のように底部か突出して平高台に近くなるものまで認められる。武田古代後期11期の全

般にわたり、 9世紀の第 2四半期から10世紀の第 2四半期に及んでいる。

黒色土器は内黒で、椀は深椀形を呈し10世紀前半、皿は 9世紀後半のものかと考えられる。

第32図は須恵器と緑釉陶器、それに越州窯系青磁で、銅器と士錘も各 l点出土している。

132~155は須恵器である。 132• 133 は杯身、 134~136 は蓋、 137~139は杯、 140 は聡、 141 は高杯、

142は平瓶、 143 は壺、 144は脚付壺、 145 は皿、 146 は盤、 147~150 は甕、 151 は風字硯、 152~154 は鉢、

155は椀とみられる。 143の壺の肩部には櫛状工具て列点文か飾られる。 144は3脚の存在が確認され、

配置から 5脚かと推定される。 147と148は同一個休の可能性がある。端面に刺突文を飾ることからD

縁部とみられ、外面にはヘラで斜線文や斜格子文を施す。 132~135• 140~144 は 7 世紀のもの、 136

~146• 149 ・ 150 は 8 世紀のものと考えたい。 147• 148の年代はよくわからない。

151は風字硯の中央にある区画突帯かとみられ、その両側の硯面は使用によって滑らかになってい

る。 9 世紀後半のものか。 152~154は京都府篠窯産の鉢である。前山 3 号窯期のもので、 9 世紀後葉

から10担紀初頭とされる（石井清司「篠窯の実年代」『京都府埋蔵文化財論集』第 4集 京都府埋蔵

文化財センター 2001年）。 155は底部か回転糸切りで、 11世紀前半のものと考える。

156~166は緑釉陶器である。いずれも素地は須恵質で、削り出し高台をもつ。ほとんど椀で、 164

のみ皿とみられる。鑑定によれば、 156• 159~162• 164~166はいすれも点都府産で、 156• 165を除

き、篠窯産か、その可能性が高いとされる。年代としては10世紀の前半、前山 2• 3号窯期である。

167• 168は越州窯系青磁碗である。 167は上け底の円盤状高台にわずかに内湾する（本部をもち、 D

縁部はかすかに玉縁状に肥厚する。外面の休部下半から底部にかけては露胎て、施釉部分は化粧士を

かけた上て柚薬を塗る。底部内面には融着を防ぐ砂日が 4カ所認められる。施柚は薄く、風化のため

かかなり剥離が認められる。 10担紀前半のものとされる。 168も外面は露胎て、釉垂れがみられる。

M5は銅製品である。扁平だかわずかに湾曲する。 D縁部らしい肥厚かみられ、上端は平面となる。

あるいは椀のような製品か。 C14は両端に穿孔をもつ丸棒状の土錘である。 （岡本）

3~5 区出土古代遺物（第33図、巻頭図版 3)

169は土師器椀で、 5区の中世包含層から出士した。底部外面は押圧調整か。 170は須恵器杯、 171

は緑釉陶器椀で、ともに 3区の中世包含層から出士した。 170は8世紀後葉のものか。 171は素地か須

恵質で、平高台の器形をもつ。京都府洛北窯産の可能性か高く、 9世紀巾頃とされる。なお、 4E区

の中・近世包含層から滋賀県の近江窯産の緑釉陶器片が出土し、 10世紀後半とされる。 （岡本）
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第34図 4区西端.5区中世遺構配置図 (1/250)

第4節 中世・近世の遺構・遺物

ー 概要

中世の遺構は 4区から 5区にかけて北西から南東方向の溝群と土塙を確認した。また、 2区では南

北方向の溝状耕作痕、 3区では東西・北東から南西方向の足跡状耕作痕を検出した。

近世の遺構は 5区で水田・溝・耕作痕を確認している。溝14は現在の用排水路と重複し、水田用水

路てあろう。水田 lは溝13上の窪地を水田化したもので、現在の水田区画と異なっている。水田北側

に東西方向の溝状耕作般を検出している。 さらに、 6区と確認調査トレンチて表土直下に近世以降の

砂層を確認した。砂層の厚さは30-50cmにわたり、

足守）I[に近くなるに従い厚くなる。

ための砂層であろう。

2
 
中世

この砂層は造成の

（氏平）

溝11 (第11 ・ 12·34~40図、巻頭図版 1 、図版 6~8·

13・14) 

5区から 4区西端へかけて、北西から南東へ流れる

溝である。巾世包含層下で検出した。

この溝には 3か所の切り合い部分が存在する。溝12

z
 

1.50m 

s 

2m 

灰黄褐色 (lUYR,J/2)微砂

茂褐色 (lOYRii/6) ・I火黄褐色

〔10YR5/2)粘質土駐状混合土

にふい岳褐色 (10YR4/:3)粘質上

第35図 溝11(1/60) 
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第4節 中世・近世の遺梢・遺物

と切り合いかある部分では、平面で溝12より新しいことを確認した。 5

区西側で確認した合流部分では、当初第35図の第 2層までは平面で北側

よい西側が新しいと認識し掘削した。しかし最下層では北• 西側のどち

らが新しいか判別できず、どちらも溝11として扱っている。溝13との切 w 

り合いては、平面で不明賄だったため土層て確認したところ溝13の方が

新しいことがわかった。

埋土は 3層を認識した。大きく上層の第 1・2層と下層の第 3層に分

かれる。第 1・2層は西端から溝12との合流地点を経由し溝13との合流

E
 

1.20m 

0 50cm 

一
□ 

172 

~~ 
173 

10cm 

M6 

0 5cm 一
第37図溝11上層出土遺物 (1/4・1/3)

~ 
174 

ロニ
口

176 

————-—___-

—_ 

／
177

／
 
178 

~~-{_/ 
179 

/1/ 180 -1>Ji 
10cm 0 

W3  

地点まで認められ 第36図溝11上層獣骨

る。第42図下では 出土状態 (1/30)

第4・5層に相当する。第35図第 1・2層は調

査区北壁や杭列 3周辺では確認できない。これ

らは溝11の最終埋土で、その際には北側部分は

埋没していたのであろう。

埋土中からは士師器・須恵器・木器の他に獣

骨が出土している。第36図で示したのは下顎骨

などか集中した部分てある。下顎骨が東西に分

かれて出土していることから原位置は保ってい

ない可能性が高い。歯の形状からウシであろう。

杭列は 2か所確認した。抗列 3は杭列 2と同

様に自然木を検出面から深さ60cm程度まで差

し込んでいる。本数は 6本、岸に沿って 2列に

並ぶようた。杭列 2は溝13との合流地点付近で

-
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0 1m 一第39図溝11杭列2平
•立面図 (1/60)

り下げた（図版 6-1)。

その後さらに第 3層の存

在が明らかになり、 最終

的には第34図のよ うな形

となった。この第 2層ま

でを上層とし、そこから

出土した遺物を第37図に

示した。第 3層は下層と

し、第38図に出土遺物を

掲載している。

上涵から出土した遺物

には土師器椀 (172・173)

と曲げ物の側板 cw1)、
加工木を転用した杭 (W

2)、鉄釘 (M6)があ

る。土師器椀は白色の高

台付椀で、いわゆる吉備

系土師器椀（早島式土器）

と呼ばれるものだが、 高

台は低く 、173などは張

り付け突帯状にひしゃげ、

その終末期的な形態を示

している。13世紀の末期

から14世紀の初頭頃であ

ろうか。 W1は縦方向と

斜め方向に切れ目が紐か

く入り、 曲げやすくされ

ている。 W2は摘穴のあ

検出し、 本数は6本、岸に沿って 1列に並ぶ。樹皮付きの自然木

をはほ垂直に差し込み、先端は海抜高ー0.5mに達する。 （氏平）

溝11は、 発掘開始時には第35図の第 2層までの埋土が杭列 3の

あたりから西へほぽ直線的に検出されたため、まずこの部分を掘

-@, 

W7 

ws 

W10 

W11 
W9 10 20cm 

一第40図溝11杭列2・3出土杭 (1/6)
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第4節 中世・近世の遺梢・遺物

る角材を転用した杭で側面には手斧の痕跡か残る。 M6は幅8mmの角釘で、頭部は叩き潰されている。

下層からは土師器の椀 (174-178)と杯 (179)、備前焼のすり鉢 (180)、丸瓦 (181)、木製品 cw
3 -6)が出土した。椀は吉備系土師器椀て、高台の簡略化が進み、上層との年代差はほとんど認め

られない。杯は外底面の周縁を回転ヘラ切りし、古代最終末の11世紀前半のものか。すり鉢は須恵質

て、 D縁部はわずかに厚みを増す。 13世紀代のものと考える。丸瓦は須恵質て、凸面に格子日のタタ

キ痕跡を残す。端からすこし下に段があるが、行基葺きの変形だろう。奈良時代以前のものか。木製

品のうち、 W3は箸にもみえるが、糸を巻き付けた痕跡が残る。 W4は曲げ物の底板、 W5は札だが、

墨書はみられない。 W6は端を膨らませた箆状だか、糸を巻いた痕か残る。用途は不明。 （岡本）

溝12(第11・12・34・41図、図版6・8)

1.50_rr, 

E {/  ----- --- W 

~~ 一：こぶい英褐色 OOYR4/3)微沙
褐灰色 (10YR4/1)微妙混しり札上

〗」=
-182 

0 5cm 

一
第41図溝12 ・出土遺物 (1/60• 1/4) 

5区北西端を北から南へ流れる溝である。中世包

含屑下で検出した。平面で溝11に切られることを確

認した。埋土は黒褐色土かプロック状に混ざる上屈

と粘土質の下層に分かれる。平断面図では明瞭でな

いが、溝の底中央は幅20cmの範囲でさらにもう l

段窪んでいる。 182は吉備系土師器椀て、高台は短

いながらも歪んではいない。溝11から出土した土師

器椀よりは古い傾向を示している。 （氏平• 岡本）

溝13(第11• 34• 42~45図、在頭図版 1 、図版 5~7• 12• 15• 16) 

5区南側から 4区南西端へかけて、西から東へ流れる溝である。近世水田 1下て検出した。溝11と

の切り合いは、平面で不明瞭だったため土層で確認したところ、第42図下で示した通り溝13の方か新

しいことかわかった。埋土は大きく上屈の黄灰色系微砂属と下属の灰色シルト～枯土に分かれる。下

層は粘質か強く、掘削か困難であった。断面はV字状を呈し、特に溝11との合流地点より西側の壁面

はかなり急傾斜である。底面の海抜高はほぼ Omで東西の高低差はほとんどない。底面の形は、溝11

との合流地点より西側は単純であるか、合流地点周辺は段や凹凸が多い。

A
 N
 

A'1.50m 
s 

灰岳渇色 (10YR5/2)微砂

次黄巴 (2.Wfi/2)微砂（水田 1)

褐I火色 OOYR-5/1)東が生、ノルト

（合Mn 消13I層近世）

4 贄灰色 (2.ぅY.5/1) シルト

5 褐灰巴 (lllYR4/l)枯十

（含till砂溝13下層巾世）

2m 

灰黄褐色 (10YR1/2)微砂（溝13上屈）

l火色し10YR4/l)微砂 （溝1:,I、層）

灰色 (10YR4/1)粘四土 （溝13下層）

にふい岳褐色 (10YR5/3)微砂

（溝11上1:7:)

褐色 (10YR4/4)微神・ 陪褐色

(10了R3/3) 微炒• 灰戸色 (10

YR8/1)微砂庄状屈合上 （溝11L屈）

灰色 (5Y1/1) シルト （溝11下1:7:)

第42図溝13(1/60) 
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第4節 中世・近世の遺梢・遺物

杭列を 1か所確認した。 9本か岸に沿って湾曲して並ぶ。樹皮付きの白然木や転用材を、検出面か

ら深さ lm程度までほほ亜直に差し込む。杭の先端は長いもので海抜高―0.25mに逹する。 （氏平）

出土遺物は、士器類と円盤状土製品、土錘、石鍋、木製品である。溝13の埋土は上層と下層に分け

られるが、上層出土は土器188と石鍋S8、その他は下層出土である。

I 

， 

↓ 

I 

I' 

I 

W16 

20cm 

第44図溝13杭列 1卒塔婆転用杭 (1/4)
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第3章発掘調査の概安

士器類では、士師器 (183~185• 187) 、瓦質土器 (186) 、中国製磁器 (188~190) 、備前焼 (191~

194) 、亀山焼 (195) がみられた。土師器のうち、 183• 184は吉備系土師器椀、 185は外底面を回転へ

ラ切りした小皿、 187は内面に条綿が刻まれ、生焼けのすり鉢の可能性がある。 186は剥離した土器の

部品とみられ、ヘラ描きの沈線が数条引かれるが、器種は不明である。舶載磁器は白磁てある。 188

は小さい玉縁をもっ口縁部、 189は高台が露胎で、外面に釉垂れかみられる。 190は高台端部に釉刹げ

がある。備厠焼には 191 の小壺と 192~194のすり鉢がある。すり鉢の D縁部は少し拡張したものと、

上方に高く摘み上げたものがみられ、間壁編年（間壁忠彦『備前焼』ニューサイエンス社 1991年）

の III 期から W期にあたる。 14~15世紀のものであろう。 195は亀山焼の甕で、頸部下端に格子目のタ

タキ痕か認められる。土器類の年代は土師器椀の13世紀後半から備前焼の15世紀まで幅かある。

C 15は須恵器甕の破片を加工した円盤状士製品、 C16は周囲に綱を巻く溝を巡らせた楕円球形の土

錘で、重量は88.2gを測る。 S8は石鍋の口縁部で内湾するようである。

木製品のうち、 W12は箆状の木器であるか、他は杭列 1の杭である。 W14・15は丸太を半割した杭

で、半割面には手斧のはつり痕か残る。 W14は丸太の部分も削ぎ板状にしている。 W13は五輪卒塔婆

を転用したもので、頭部を杭先としていた。正面にはキャ・カ・ラ・バ・アという五大種字（梵字）

が記されている。 W16の卒塔婆も頭部を杭先としていた。額部には胎蔵界大日如来の種字を記し、そ

の周囲を丸く残して、黒く塗りつぶしている。その下に浅い段を境にして身部があり、真言のアビラ

ウンケンと梵字を書き入れている。正面、背面ともに手斧による細かい加工がなされている。（岡本）

土壊 3 (第11• 34• 46図、図版 5• 12) 

4区西端に位岡する土堀てある。灰黄褐色土（中世包含層）を除去中、角礫と陶器などが集中して

いたので追構と認識した。埋土は粗砂を多く合むため、中世包含層や悲盤層と容易に区別できた。掘

り方は検出面でl.3~0.9m、深さは 7cmを測る。掘り方は楕円形を呈し、断面は皿形のようだか全体

に不整形な形状である。角礫と陶器などはいずれも底面からやや浮いた状態で検出した。角礫は 3~

15cm大であった。逍物は瓦質士器の士鍋196、須恵器の鉢197、備前焼すり鉢198・199、土錘C17・

C 18と鉄滓及び骨片かあった。 197は底面に糸切り痕を残し、器種はこね鉢であろう。土錘は球形で、

巾央に穿孔している。土玉の可能性もある。これら出土遺物の中でと

くにすり鉢から、遺構は室町時代後半に埋没したと言えよう。（氏平）

~ 
1.40m 

0 50cm 一1 灰的褐色 (10YR6/2)札質上
(iAli少多く混じる）

□
196 

ロ ニ
197 

／
 
198 

二

~C17 

二〉
C18 

10cm 0 5cm 一第46図土壊3• 出土遺物 (1/30• 1/4• 1/3) 
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第4節 中世・近世の遺梢・遺物
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X -149650 

X -149660 水田 1

10m 

第47図 4区西端.5区近世遺構配置図 (1/250)

3
 
近世

溝14(第11・12・47・48図、図版 6・1.5・17)

5区西端を北から南へ流れる溝である。近世耕作土匝下で検出し、平面で水田 1を切ることを確認

した。埋士はしまりの弱い細砂と枯士か混ざるものである。逍物は備前焼・瓦などで、逍構の時期は

近世であろう。図版17の獣骨は良好な保存状態で、残りは調査区外へ続いているようだ。 （氏平）

C 19は瓦質の平瓦を加工した円盤状土製品である。中世のものに比べて大きい。埋土下層出土であ

る。獣骨はウシのもので、左右の下顎骨や頸椎骨がみられる。遺体が溝底に埋没したものか。（岡本）

水田 1 （第11• 42• 47図、図版6)

5区から 4区西端へかけて調査区南側に検出した。平面では水田 lの埋土西端

が溝14に切られることを確認している。溝13の上部を埋めるように50cmの堆積

があり、溝と南端に基盤屑を掘り込む段を伴うことから水田と考えた。耕作痕は

平断面を観察したが確認できなかった。埋土

は上層の灰黄色系微砂層と下層のマンガンを

多く含む微砂層に分かれる。断面は皿状、底

面の海抜高は0.86mである。逍物では士師器

皿、東播系こね鉢など古代～中世逍物か多い。

近世遺物として唐津焼段皿の胎土目を含み、

染付は見られない。水田 lの時期は近世初頭

1.60m 

0 1m 

一i火缶褐色 (10YR5/2l¥冊砂
仄色 (7.5Y4/1)釧砂混じり粘土

E
 

O
二仇

0 5cm 

一
と言えよう。 （氏平） 第48図 溝14• 出土遺物 (1/60• 1/3) 
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第3章発掘調査の概安

4 包含層遺物

第49図には各調査区の包含層から出土した中世・近世の遺物を掲載した。 200~211 は主に 1 区と 2

区の中世包含屑（灰褐色～灰黄褐色土）から出土したものて、 206は北側溝、 207は耕作痕、 211は近

世水田層出土である。 212~229は 4 区と 5 区から出土したものだか、 220は調査排土、 223• 225• 227• 

228は水田床土から近世耕作土に包含されていたもので、それ以外は中世包含層出土てある。

200• 212• 213は土師器の椀てある。 212と213は吉備系土師器椀で、 200はそれに後続する無高台の

へそ椀に近い。 13世紀末から14世紀前半のものか。 212は第12図の 5区北壁から出土している。

201 ・ 215~219は須恵器の鉢で、 216などは片口をもち、こね鉢とみられる。口縁端部を上方へ引き

上げ、 D縁部外面と｛本部の間は段状になるものか多い。東播磨産のものも含まれるか。

202は瓦質土器の内耳鍋である。口縁部は水平に近く外反する。 16世紀のものであろう。 214も瓦質

土器で鉢とみられる。 203・204・220は瓦質士器の火鉢である。 203は内湾する口縁部の外面に沈線を

3条巡らせ、上段に刺突文、下段に花文のスタンプを押す。 204は底部付近の器表全体に菊花文スタ

ンプをいくつも押している。 220は突帯状の口縁部の下に模様帯を設け、唐草様の半肉刻文を飾る。

205~207• 221~224は国布陶磁器と思われる。 205• 221は皿、 206は椀で、ともに灰釉がかけられ

る。 205は口縁端の柚がはけ、内面に褐釉による文様を描く。 206の内底面は露胎である。 221は高台

部が露胎て、内面に帯状の砂目か残る。 207• 224は白磁碗、 223は青磁の香炉である。 222は居津焼の

段皿で、休部下半から高台部にかけては露胎である。内底面には柚剥けや砂目の掻き取り康か残る。

208~211 ・ 225~229 は中国製の舶載磁器とみられる。 208• 225• 226 は白磁、 210• 228は青白磁、

他は青磁である。 208• 225 は玉縁□縁の碗、 209 ・ 227 は蓮弁文の碗で、 211 ・ 226• 228も碗である。

210は合子の蓋で、天井部には花文を描き、口縁部には花弁を連ねている。

口 > -r--;:; 
＼ーロ I 203 205 

200 
\—- I 

~ 7 ー、 208 

# 
206 

／ 
二 ~=::? 209 
202 

201 207 

~ij 口:,
"'-,;,--'" C)fr--> .'~<• y . ------, —- 1 ~ 

216 221 222 

214 ー／ー／一
217 218 
I l -TT~---: 

\、 I~-ー／
223 ロ
0 10cm 

=~219~ 

第49図 遺構に伴わない中世・近世遺物 (1)(1/4) 
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第4節 中世・近世の遺梢・遺物
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第50図 遺構に伴わない中世・近世遺物 (2) (1/3・1/2) 

第50図には土製品・金属製品・石製品を掲載した。土製品てはC20• 21 ・ 23• 30が 1・2区出土、

金属製品てはM12か 1区出土、石製品では S9 が 2 区出土で、他は 3~5 区出土てある。

土製品では多様な形態の土錘か出土している。大形で土管状のもの (C20)、両端のすぼまった筒

状のもの (C21・23)、チューブ状のもの (C24)、丸棒の両端に穿孔したもの (C25)、球の中央に

穿孔し、一側面に溝を刻んたもの (C30)などである。 C34は陶器で、般若の頭部である。下に棒を

通す穴かある。玩具の人形として使われたものであろうか。

金属製品では、 M7・8か鉄器で釘と鏃、 M9は銅のキセル、 M10・11は鉛の円盤で、中央に穿孔

するようである。 M12~18は銅銭貨で、図版18に字体を記している。北宋銭か多い。

S 9は方形硯の破片で、側面は磨かれ、上開きに少し傾斜するようである。赤間石か。 （岡本）
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第3章発掘調査の概安

第5節小結

1 越州窯系青磁について

今回の中撫）ii遺跡の調査において、中国南部、現在の浙江省付近て製作された越小1,1窯系青磁が 2点

出土した。第51図8(本文167)は1区古代包含層上層出土である。土橋理子氏の型式分類（註 1)て、

椀IIDl類に該当する。胎土は168と比べ粗雑で、黒い粒子か混さる。口縁～桐部を欠損するか全体の

2/3か残る。第,51図7(本文168)は2S区灰黄褐色粘質土（中世包含属）出土である。椀底部で、椀

I B2類に分類される。時期は 9 世紀後半~10世紀に相当し、良品ではなく中程度の製品である（註 2) 。

IID類は体部外面下半～底面か露胎で、化粧掛けかあり、素地か祖雑で黒い粒子か人るという目立っ

た特徴かある。実際に167を鴻腫館跡・観世音寺出土の越州窯系青磁IID類と対照し、特徴か同じで

あることを確認した。鴻嘘館跡の対照造物は平成15年度調査の土塙でSK15014・SK15027・SK15017

などである。うちSK15014は瓦の廃棄士槻で、多数の鴻隣館式軒丸・軒平瓦と共に土師器・内黒黒色

土器•新羅陶器・褐釉陶器・越小1,1窯系青磁• 白磁などと「開元通賢Jが出土した。時期は 9世紀中頃

である（註 3)。観世音寺は大宰府史跡群の一画にあり、 8世紀中頃に完成した九州ても有数の古代寺

院である。 SE1800は寺域北部にある素堀り井戸て、墨書のある土師器• 黒色土器椀（内面黒色・両

面黒色）・緑釉陶器皿（輪花）と共に越:H'I窯系青磁椀•皿が出土した。青磁は I 類と II 類がある（註 4) 。

岡山県内で167の越州窯系青磁椀IIDl類は初出てある。中四国地方ては山口県周防国府・秋根逍跡

で出土例があるようだ（註 5)。

なお、国内出土の越州窯系青磁椀II類は 9世紀末から10世紀初頭に相当する、という。初期貿易陶

磁器では第 3の圃期にあたり、越州窯系青磁では祖製品である。中でも IID類は最も粗悪で、日本国

内出土の9.5%は九州に存在するようた。越州窯系青磁II類は粗製で低価格のため大量に輸入され、国

産の緑釉・ 灰釉陶器か入手しにくい九州で主に消費されたということである（註 1)。

さて、岡山県内でこれまで出士した越州窯系青磁を集成し一覧表を作成した。出土遺跡を取り上げ、

出士の背景に近づくべく論してみたい。一覧には遺漏もあるかと思われるが、こ容赦岡いたい。

中撫川遺跡から直線距離て約 5km、穴海を隔てて南側の島に位置していた岡山市妹尾住田遺跡か

らは椀 IA類が 1点出土している。ここでは南に海岸を望む建物群が検出され、中撫川遺跡へ向かう

船舶の中継地点の可能性がある。椀 IA類は、建物を巡る溝 4の東側土器溜まりから緑釉陶器・灰柚

陶器等と共に発見された。土器溜まりの時期は 9世紀末てある（註 6)。

旭）ii東岸の岡山市ハガ遺跡ては、 I類が 1点出土した。発掘調査ては、区画溝による内外の 2つの

方形区圃と掘立柱建物群を検出した。これらは 8~12世紀の間存続していた。逍物も三彩陶器や羊形

硯といった特殊遺物か出土し、備前国府関連の逍構と考えられている。また、ハガ遺跡の西側に隣接

の南古市場逍跡では 9~10世紀の大量の遺物と共に越州窯産輪花皿か出土したらしい（註 7) 。

赤磐市馬屋逍跡は備前国分僧寺• 国分尼寺推定地に近接し古代備前国の中心地に属する。ここでは

五輪花椀など 9~10世紀に該当する 3 個体分が認められた。平安時代前～中期の馬屋遺跡は、遺構は

建物が散在する程度だか、遺物は他に定窯系白磁も出土し、奈良時代に続き公的な色彩か強い（註 8)。

総社市窪木遺跡では県立大学建設に伴う調査で口縁3片が出土した。 9世紀から11世紀に相当する。
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奈良～平安前期の掘立柱建物群か検出され、公的な倉庫の可能性か指摘されている（註 9)。

総社市北溝手遺跡では椀 IB類、金井戸遺跡で口縁片の出土例かある。両遺跡は隣接していて、金

井戸遺跡微高地ては平安時代 (9世紀後半-10世紀後半）の掘立柱建物群を検出した。地元の豪族賀

陽氏と強く結びついた遺跡であるとされている（註10)。

また総社駅南の再開発に伴い発掘調査された上三本松遺跡ては、体部 1片が包含屈から出土してい

る。遺構は方形の掘り方の柱穴を持つ建物や井戸などが確認された。遺物としては他に円面硯・風字

硯• 石帯・緑釉陶器・ 灰柚陶器瓶などか見られた（註11)。

津山市美作国府跡では椀 I類か 1点出土している。中国日動車道建設に伴う調査では、 9-10世紀

の遺構は東西•南北方向の区画溝程度であるか、緑釉陶器を伴う（註12)。また久米廃寺でも椀 I 類か

1点出土している（註12)。

これらの逍跡の中で、他の遺物との共伴関係か明確なのは妹尾住田遺跡の溝4土器溜まりである。

この土器溜まりは須恵器杯身、土師器の椀・ 杯A·lIIl、内黒の黒色土器椀•皿、緑釉陶器椀• 皿• 香

炉• 瓶、灰釉陶器椀• 皿と越州窯系青磁椀 IA類で構成される。埋没状況から一括性か高く、時期は

9世紀末である。備中における越州窯系青磁導人時期の器種組成を表す資料として重要である。

出土状況に着目すると、各遺跡・ 1回の調査で 1-3点程度の出土と少量てある。出土位置は包含

層や河道など二次堆積が主てある。器種はほとんどが椀で、残存状況は破片で底部か口縁がほとんど、

完形品は皆無てある。一次堆積として出土した例が妹尾住田遣跡の溝4土器溜まりの他は未確認のた

め、越州窯系青磁の廃棄に際し特殊性かあるかどうかは判断を留保したい。

以上見てきたように、岡山県内出土の越州窯系青磁は、 9世紀後半から10世紀まて、ごく少量の優

品か国術・官術関連、古代寺院、港湾関係といった国の［要施設で出土している。ここで今回出土の

167と168を振り返ると、粗製品と中程度の製品であったというのは偶然ではないように思える。つま

り、これらは公的に配布されたというよりは私的交易でもたらされた可能性かある。古代の中撫川逍

跡を備中国の「津Jと解釈する意見かある（註13)か、ならば青磁 I類で良品の出土か望まれよう。こ

れまでの発掘調査で、中撫111遺跡か公的な港の機能を果たしていた蓋然性は高い。越州窯系青磁II類

の出土は、巾撫川遺跡の一部での私的交易の存在を表しているのではないだろうか。 （氏平）

註

1 十橋理子「11.貿易陶磁器（初期貿易陶磁附）」『概説 中世の十器・ 陶磁器』中世十器研究会編 頁陽社

1995年

2 大阪大学高橋照彦准教授による。

3 福岡巾教育委員会大庭康時氏にご教長いたたいた。大庭康時「鴻誓館跡16 —平成15年度発掘調査報告書ー」

『袖岡市埋蔵文化財調査報告書』第875集 福岡市教育委員会 2006年

4 九州歴史資料館の加藤和歳氏に実見する機会をいただいた。岡寺良ほか『観世音寺 ―逍物編 I-』九州歴

史資料館 2007年、小田和利ほか『観世音寺 ―寺域編ー』九州歴史資料館 2006年

5 橿原考古学研究所編『貿易陶磁 —奈良•平安の中国陶磁ー』 由良大和古文化研究協会 1993年

6 草原孝典『妹尾住田遺跡』岡山市教育委員会 2003年

7 草原孝典『ハガ追跡』岡山市教育委員会 2004年

8 横山定ほか「馬屋遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 99 岡山県教育委員会ほか 1995年

9 平井泰男「窪木遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘請査報告』 124 岡山県教育委員会 1998年

10 江見正己ほか「総社遺跡 金井戸遺跡 北溝手遺跡J『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 209 岡山県教育委
員会ほか 2007年

11 総社市教育委員会平井典了氏のご教授による。平井典了ほか「駅南区圃整理事業に伴う発掘調査」『総社市

埋蔵文化財年報 7(平成 8年度）』総社巾教育委員会 1997年、平井典子『総社巾埋蔵文化財年報 8(平成 9
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年度）』 総社巾教育委員会 1998年

12 栗野克己「久米廃寺 芙作国府」『岡山県埋蔵文化財発掘調責報告』 24 岡山県教育委員会 1978年

13 岡田博「第 9章まとめ 第 1節発掘調杏の成果」『岡山県坪蔵文化財発掘調杏報告』 182 岡山県教育委員会

2004年

14 矢掛町面戸遺跡では平安時代の掘立柱建吻 3棟か検出され、包含雇から「烏」と線刻のある奈良時代の土師

器杯か出十した。掘立柱建物周囲の十器雄積屈から十師器に混じり青磁か出十した、とされている。下澤公

明「毎戸遺跡」『岡山県坪蔵文化財発掘闊杏報古』 5 岡山県教育委員会 1974年
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第51図 岡山県内出土の越州窯系青磁 (1/4) ※遺物番号は一覧表の番号と一致する。

岡山県内出土の越州窯系青磁一覧表

所在地 淮跡名 報告書
調査区

出十消構 掲載番号 器種
分類

残存 特徴
等 （十橋）

妹尾仕田遥
岡山市教委

l 岡山市妹尾
跡

『妹尾仕田 溝 4 424 椀 椀 IA2 瓜部 出土追講は 9世記木。
造趾』

岡山市
ハガ追跡

岡山市教委
包含層 136 椀 椀 IA 1 底部 見込みに重ね焼き痕なし。2 国府市揚 『ハガ選跳』

3津山,i」総社 芙作国打 県報告24 包合屑？ 第 9図 椀 椀 TA 底祁

4津山,i」宮尾 久米廃吉 県戟;';24 包含層？ 第 9 図—(3)3 椀 椀 IA 底部

5赤磐市馬屋 馬屋追跡 県躙告99 盛土部 包合層 i5椀 椀 IBlaO 1/2 9-10世紀。五輪礼。畳付露胎。

¥1 ，総社市北溝
北溝手遺的 県報告209 2区 河道 2 172 椀 椀 TB2 底部

り旦紀後半~10 世紀前半。令向施釉。内向
手 に門跡，'最上級晶ではない。

7 岡巾市中撫 中撫Ill遺判、 2 S区
中世包含

168 椀 椀 IB2 底部
り世紀後半~w世紀 良晶ではなく、中程

/II （本報告） 阿 度の製晶。 IAJ面に日跡。

古代包合
11ず底円盤状高台。胴部わずかに内椀する。

8 岡山市中担 中枷JI追跡 1区 層 167 椀 椀I!Dl 2/3 
□縁部わずかに肥厚。外面下半～仄部露胎、

Ill （本報古）
上屠

内面全面～外面戸半化粧掛け、施袖は乃い。
底部内面目灼 4ヶ所。

9赤磐市思犀 思犀造跡 県報告99 盛十部 包含悴 J8椀 椀 cO
n緑～

り ~10 化紀。土？輪花。口縁外反。
休部

10 
総社市合）1

合JI戸造判； 県報告209 包含陀 17り椀 11緑 全面施柚。直線的に打ち上かる。
戸

11 赤磐市馬屋 馬屋追跡 県戟;';99 盛土部 包合層 Jb椀 口縁 g -10世紀。

12 総社市rr木 江木選跡 県報告124 包合層 2719 椀 口縁 g -11世紀。全面施釉。

1:3 総社市冗木 冗木逍跡 県報告124 包含庖 2720 椀 U緑 全面施柏。 U唇；；じはける。

H 総社市窪木 窪人造跡 県報告12,1 包含阿 2721 椀 口緑 10世紀初鵡～前菜。全面施釉。

岡山市
南古市場直 岡山市教委

Jill 越）化生産輪花llll。図面掲載なし。又章のみ。
跡 『ハカ遺跡』

条笠氾t叶」一十位 ト＝本訟 総社市年報 包合層 椀 （本部 小片とのこと。
遠跡 8 

小田郡矢仕I，
切戸道砂 県毅古 5 包含層

図血掲載なし。文章に古磁とのみ記載D (註
町浅海 14) 
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2 古代の中撫川・川入遺跡について

中撫）ii・）ii人遺跡では、山陽新幹線の建設に伴う発掘調査が昭和47年(1972年）に開始されて以来、

新幹線の側道となる都市計画道路や市道、また、これに直交する県道・市道の建設に伴う発掘調査が

繰り返し実施され、膨大な成果か蓄積されている（註 1)。遺跡の立地する足守川中流域は、岡山県内

における遺跡密集地域の代表てあり、その中にあって、中撫）ii・）ii人遺跡はもっとも実態解明の進ん

だ遺跡として注目される。ここでは、今回の発掘調査成果かどのような意義をもっかを検討したい。

草屈孝典氏によると中撫）ii・）ii人遣跡は三つの微高地からなり、東から第 1微高地、第 2微高地、

第 3微高地と仮称される。小字名は第 1・2微高地か大道西、第 3微高地は法万寺である。それぞれ

の微高地の間は足守）iiの旧河道とみられ、第 2微高地と第 3微高地の間を流れる現在の法万寺）iiは、

古代においては備巾国賀夜郡と都宇郡との郡境であったとされる。古代の中撫）I I・ 川入逍跡を検討し

た草原氏は、三つの微高地は、検出された遺構や出土遺物から判断して、それぞれに性格の異なった

利用のされ方をしていて、第 1微高地は約60m四方の区画をもつ寺院を巾心とした地区、第 2微高地

は官人の居住する館地区、第 3微高地は官術本体の施設が存在した地区とする（註 2)。

第 1 微高地では平城宮6225式軒丸瓦• 6663式軒平瓦の亜式軒瓦（註 3)が多量に出士していて、その

建立は 8世紀の後葉と考えられる。軒丸瓦には 2類型があり、第 2類は6225式がくずれた単弁型式の

ものに変化していて、修理に伴う差し替え瓦とみられる。このことから、第 1微高地の寺院は 9世紀

代には確実に存続していたとみられ、区画溝から出土した土器の年代も 9世紀後半のものが含まれて

いるという（註 2)。

第 2微高地から出土した土器の年代は 8世紀中葉から 9世紀後半とされる。｝体は 9但紀後半にあ

り、検出された建物群の年代もそのころである可能性かもっとも高いという（註 2)。微高地の東端で

検出された土器溜まりは土師器の食膳具かt体であったか、京都府産かほとんどを占める緑釉陶器も

含まれ、 9祖紀後半の年代か与えられる。

このように、第 1微高地と第 2微高地では 9世紀代に活動の中心かあるようだか、今回の調査地区

か含まれる第 3微高地ではどのような状況か認められるたろうか。

第 3微高地は南北に細長い形をしているが、その中心部を市道巾撫川平野線と県道吉備津松島線か

南北に縦走することとなったため、事前の発掘翡査が広範囲に及ぴ、古代の状況がかな灼明らかとなっ

た。微高地の中央付近を幅 3m前後の A溝（溝25• 2• 3• 312• 313)が南北に走り、このA溝の東側

に掘立柱建物群が溝に沿うような形て検出された。建物群は 3群にかたまるようて、吉備津松島線調

査の中撫川 1区から 3区（註 4)北端にかけて、吉備津松島線中撫）ii 4区（註 5)から中撫川平野線法万

寺 l区（註 6)と市道 2号線法万寺区（註 7)にかけて、それに中撫）ii平野線法万寺W区（註 8)である。

A溝の存続年代は出土遣物から 7世紀から 8世紀までとされるか、建物群では棟方向に変化かみられ、

やや西偏するものとほぼ真北のものか混在し、年代幅かあるようである。中撫）I I 1・2区の大形建物

は 8 但紀とされるか、同じ調査区の建物 4 は 8~9 世紀、建物10は 10世紀以降とされ、市道 2 号線法

万寺区の建物 1は9世紀後半とされる。市道2号線法万寺区と法万寺w区では井戸か検出されている

ことから、これら建物群に井戸が備えられていた可能性か高い。

A溝から西側では、微高地の縁辺部に近づくこともあってか、柱穴か散在するものの掘立柱建物の

存在は明瞭ではなく、わずかに新幹線調査区の大形建物が今回の調査区で検出された柱穴lとつながっ
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てさらに大形化する可能性かあるのと、中撫JII 3区で 9世紀前半の建物12か認められただけである。

しかし、新幹線調査区には井戸302があることから、さらに建物の存在した可能性も無視できない。

この第 3微高地の西半部で注目されるのがたわみ 3とたわみ 4から出土した多量の京都府産緑柚陶

器てある。たわみ内の全域から散在して出土し、多量

第52図 中撫川・川入遺跡古代遺構配置図 (1/1,000)
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に南北に列ぶという。 このような類似から官衛の移動を考えるのであるか、微高地か南北に細長いた

めに 1か所に大規模な官衛群を作れなかったこともありうる。

それでは今回調査した 1・2区の状況は、前述のようなこれまでの第 3微高地の理解に対して、 ど

のような変化をもたらすだろうか。今回調査の 3-6区までの間に明瞭な微高地の端部は検出されな

かったが、 3区から 4区にかけては地形のたわみがあり、薄い黒色土層か複数水平堆積するという土

層断面観察（登頭図版 1-2•3)から湿地が広がっていたと推定している。遺構か検出されたのは 1 • 

2区のみてあったが、古代の遺物ては、 4 E区まて緑釉陶器片が出土したことから、第 3微高地は草

原氏か想定した（註 2)以上に西側へ広かっていたと考えられる。

1・2区の調査成果でもっとも注目されるのは、

含層から緑釉陶器片かかなり出土したことである。

1区の東端部に形成されていた上下 2屠の古代包

この包合層には土師器・須恵器• 黒色士器の椀．

杯・ 皿という供膳具も多く出士し、完形に近い越州窯系青磁碗も含まれていた。

撫川 2・3区のたわみ 3・4と類似した状品である。 ただ異なるのは、年代で、

このような状況は中

たわみ 3・4が9世

紀前半であるのに対し、 1・2区は10世紀前半を中心とする。また、越州窯系青磁碗も10世紀前半と

される。 さらに、土師器椀のなかに10世紀後半から11世紀にかかるものも認められているが、 4 E区

から出土した近江産の緑柚陶器片も10世紀後半とされる。

このようなことから考えると、第 3微高地の西半部では緑釉陶器を含む供膳具を多く使用する行事

が1世紀以上継続して行われていたとみられる。 そして、年代差から緑柚陶器を使用する行事を開く

場所が南へ移動した可能性が性いように考えられる。 1• 2区て検出された溝 9・10は切り合い閃係

にあって、同じ機能をもった溝か掘り消されたものとみられるか、 その方向は都市計画道路調青区

(b)の溝 2・3以南のA溝と直交するかのようにみられる。溝 9・10は10世紀前半と考えられるので、

A溝はすでに埋没していたとみられるか、わずかな窪みは残存していたかもしれず、法万寺 I区の建

物群の存在も区画を意識させたかもしれない。溝 9・10は、 10世紀前半において、緑釉陶器を使用す

る行事を開く場所の南限を区画する溝として考えたいか、出土遺物には 8・9担紀代のものもあり、

その初現がどこまで遡るのかは町瞭ではない。 （岡本）

、王――――ロ

ー

2

3

 

4

5

6

7

8

 

a : 正岡睦夫・大谷猛・枝川陽「川入遺跡の調査」『岡山県埋薮文化財発掘調査報告』 2 岡山県教育委員

会 1974年 b: 柳廓昭彦• 江見正己• 中野雅美「川人遺跡J『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 16 岡山

県教育委員会 1977年 C : 高橋伸二•安川満「/11人・中i無川（市道）遺跡」『岡山市坪蔵文化財閲杏の概

要』 1999(平成11)年度 岡山市教育委員会 凶001年 d: 河田健司• 安川満「川入• 中憮川（市道）遺跡」

『岡山市埋蔵文化財センター年報』 1 岡山市教育委員会 2002年 e : 岡田博•井上払•氏平昭則「中撫

川逍跡」『岡山県坪蔵文化財発掘調杏報告』 182 岡山県教育委員会 2004年 f : 草原孝典『川人・中撫川

遺跡』岡山市教育委員会 2006年 g: 岡木寛久•稲谷知子「仏生田遺跡 2 中撫川遺跡 2」『岡山県埋蔵

文化財発掘調査報告』 202 岡山県教育委員会 2006年

草原孝典「第IV章 結語」『川人・中撫/11逍跡』岡山市教育委員会 2006年

中野雅芙「古備における平城宮型式瓦について」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 16

1977年

註 1の e文献

註 1のg文献

註 1の c文献

註 1のf文献

註 1のd文献

岡山県教育委員会
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掲載遺構一覧表

遠構名 地区名 年代 旧湿構名
規1i(m)

出土遠物 備考
長さ 幅 叩1木 eャ

溝 1 1区 弥牛時代後llJl N<112 (5.0) 1 7 0 45 上器

溝 2 1区 弥生U:J代後期後葉 NulO (6 5) 47 0~5 十器

I苫3 3区 弥生時代？ Nn12 04.7) 1 4 0 25 土器

溝 4 1区 占墳時代中llJl N<1 9 (6.5) 70 〇り2 上器

溝 5 1区 古墳U-:j代前期 Null (24) (1 0) o~o 十器 溝 7と一（本か

岱 h 2 S区 古ぷ時代 如LS, 16 (4.0) 33 0 20 土器

溝 7 2 S,'l区 占墳時代前坦l N<1l8 (18.0) 9 :3 0 20 上器 上器溜まり伴り

溝 8 2 S,'.J区 古墳U:J代前期 Nu14 (12 9) 1 25 0 10 十器

土堀 l 1区 平安時代後半 Nn 4 0.3.5 0 30 0 15 土悶 門礫を充填する

上壊 2 1区 平安時代後半？ N<1 5 0.48 0 37 0 17 上器 円売を充坦する

杜穴 1 1区 半安U-:j代？ 0 7~ 0 65 o~o 十器 径淑Janの杜底

岱 9 1 , 2'l区 平安時代前半 Nn 8, 17 (21.0) 3 2 0 40 土器・瓦•土馬•土製口盤• 土錘• 石鍋 沿10より古い

溝10 1, 2 S, N区 平安時代前半 N<1 7, 13 (30 0) 28 0 20 上器・瓦• 上製円盤•上錘• 獣竹

溝11 5区 鎌倉U:J代後半 Nu5, 8, 10 (210) :, 0 0 86 十器・木製品・鉄器 杭列 2カ所

沿12 り区 鎌倉時代後半？ 如11 (2 5) 1 5 0 62 土器 沿11より古い

溝13 4 w, 5区 宰町時代後半 N<1 3下庖 (22.5) :3 5 1 42 上器·上製円盤•上母・木製晶• 石鍋 lん刀lj1カμ斤

十掘 3 4W区 室町U-:j代後半 Nu15 1~ 0 9 0 07 十器・十錘• 鉄痒・骨片 角礫・ 陶器片集中

沿14 り区 江戸時代 Nn o 04.5) (1 9) 072 土器•土製円盤・吠骨

水口 1 5区 汀戸時代前半 N<1 3上庖 (23.5) 5 0 0 40 上器

（ ）内の数値は検出値または残存値

土器観察表

掲載出十
挿別 器袖

叶；~,11直（こ111) 色閲（外面）
汲仔状況 備考

実測
祐号 j白構名 地区名 IH; 立構・ 店位名 n径 盆師 I広径 ヂF 万ヒ

1 溝 1 1区 h,d2溝（南束呪） 弥生上器 鉢 (1 8) 6 ,5 にぶし位(5YR6/4) 底部1/5 121 

府 2 1区 K"lll; 苛 弥生十協 蛋 18 2 (4ぅ‘〕 衿(ciYRii/81 D緑部～肩部1/8 112 

：3 溝 2 1区 h,t!O溝 弥生上器 台付鉢 橙(5YR7/6) 小片 88B 

4 府 2 1区 K"lll; 荷 弥生十協 台付鉢 (2 9'〕 8 1 にぶし沖存(ciYRii/41 脚部2/:1 jig 

5 溝 2 1区 h,t!O溝 弥生上器 台付鉢 (.5 0) 7 0 橙(5YR7/6) 1/3 98 

府 2 1区 K"lll; 荷 弥生十席 固杯 18 fi (:18'〕 にぶし戯衿(、luYR7/;1) D緑部1/;i fJ7 

溝 2 1区 h,t!O溝 弥生上器 高l小 (.5 2) にぶし位(7.5YR7/4) 杯部1/5-脚柱部1/1 117 

府 2 1区 K"lll; 苛 弥生十席 固杯 (li¥Jヽ〕 衿(ciYRli/lil 杯部～脚柱部1/;1 llx 

凶合居 6区 中央トレノチ掘り下げ中 弥生上器 在 13 8 (44) 橙(7.5YR6/8) u緑部1/5 22:l 

111 包含I斉 4W区 中央トレンチ—』II皿まて(、 1 段日）弥生十協 蛋 (:12'〕 にぶし沐存(、7賃 Rfi/41 D緑部破J', 1~1 

11 凶合居 2S区 h,t16溝 弥生上器 在 (2 3) にぶし，苗橙(10YR7/3) u緑部破片 1:3:l 

12 i荷5 1区 K"lli苛 十師席 蛋 lo 8 にぶし沐存(、7賃 R7/初 D緑部～肩部1/2 Li と恒l—力、 115 

13 溝5 1区 h,tll溝 上師器 l'E にぶし，橙(7.5YR7/3) 底部2/3 11し

14 ; 荷7 2N区訊18溝 十師席 蛋 c:i r〕 にぶし＇黄杓(、 luYR7/;1) D緑部1/8 1611 

Li 溝『 2N区 h,t18溝 上師器 l'E 146 (18 8) にぶし位(7.5YR7/4) u縁部1/」胴部1/5 1り3

!Ii ; 荷8 2N区 訊14;苛西側十本集中区 十師席 蛋 lfifi cs 9'〕 赤(、luYRS/fi) D緑部～屏部1/8 LIil 

17 溝8 2S区 h,t14溝 上師器 l'E 12」 (4 0) 橙(7.5YR6/6) u緑部～口部1/5 127 

18 ; 荷8 2N区 西側荷 十師席 蛋 14 8 14 ／こふ訂ィ沐存(、2町l'li/'l) D緑部～肩部1/o 1.¥2 

19 溝8 2N区 h,t14溝西側上器1中区 上師器 l'E 13 7 (3 6) I火苗祝(lOYRG/2) u緑部1/5 Lil 

211 i苛8 2N区 訊14;荷西側十本集中区 手捏ね十席鉢 411 4 ¥J にぶし戯杓(、luYR7/;1) 完形 B5 

21 溝8 2N区 h,t14溝西側上器1中区 」捏ね上器鉢 5 9 4う にぶし，苗橙(10YR7/3) 2/3 1:37 

訟 9荷8 2S区 砂I碕中 手捏ね十席鉢 8」 ) (J 49 明赤記(2賃 Ro/沿 底部仝形、杯部10 12月

蜀凶合居‘且N区 古代凶合居甲褐色上 上師器 壺 (19 2) (,j 7) にぶし位(7.5YR7/4) u緑部1/10 118 

24 包含居 1区 弥生包含I斉 灰紀色十 十師席 立'江 (7 T〕 にぶし沐存(、7賃 R7/4l 頸部～屏部10 fl, 
2,i 凶合居 1区 古代凶合居 甲褐色上 上師器 l'E 108 (104) 明亦祝(5YR5/6) u緑～胴部1/6 ,52 

21i 包含I斉 4W区 」し側9苛 主に中世より下 十師席 蛋 lfifi (1 ii'〕 にぶし戯衿(、luYR7/2) D緑部10 171 

27 凶合居 5区 古代凶合居 須忠器 l小孟 (13 1) 44 I火1'1(:(7/)-f人(N4/)'1 底部10旦緑～胴1/2 18 

犀包含I斉 5区 弥生包含I碕黒紀色十 頃恵席 杯身 11 2 c:i r〕 灰('sli/l D緑部～杯部l/7 215 

2Y 凶合居 d区 中jtl凶合居 I火苗褐色上 須忠器 H身 12 0 40 6 1 I火1'1(:(7 /) 底部3/」 1りし

:111 十壊 1 1区 K" 4集石十壊 十師席 椀 (17 Ill cs 9'〕 8 II t存(ciYR7/lil 底部1/」と D録～杯出 内出 ~4 

31 溝 3 2N区 h,t17溝 須忠器 孟 (1 9) I火(:(6/) つまみ部分1/1 118 

泣府り 1区 K" 8; 苛掘下 頃恵席 * "" l'l 8 (:1 ,・〕 灰白(ciY7/ll つまみ完形、天廿部1/;1 1111 

ふ溝 3 1区 hll 8溝掘下 須忠器 孟 18 2 30 I火(:(6/) 1/2 9し

:14 i荷り 1区 K" 8; 苛掘下 頃恵席 杯 (4 ul 11 2 灰('s4/l 底部VJ fJ4 

品溝 3 1区 hll 8溝痴下 須忠器 Hヽ (2 0) 10」苗I火(2.5Y6/l) 底部2/3 100 

:,6 府り 1区 K" 8; 苛掘下 頃恵席 細頸；； 〔luuヽ〕 灰('sli/l 四0音b-冊i祁10 j()g 

37 溝 3 1区 hll 8溝掘下 須忠器 瓶？ (2 8) 9 1 I火1'1(:(8/0) 底部1/2 107 

祁府り 1区 K" 8; 苛掘下 頃恵席 蛋 〔lu.,・〕 苗灰(、2町凸/1) 破J', 8, 

氾溝 3 1区 hll 8溝 須忠器 l'E (11う） I火(:(6/) 破片 lQ,j 

411 i苛り 1区 K" 8; 苛掘下 十師席 * "" 211 a 24 12 a 衿(ciYRli/lil 10 fJ2 

41 溝 3 1区 hll 8溝掘下 上師器 1IIl 147 (2 4) 橙(5YR6/6) u緑部1/3 111 

42 i荷り 1区 K" 8; 苛掘下 十師席 杯 111 8 ;1-, 77 明赤記(ciYRci/lil 杯部10 fj(I 

43 溝 3 1区 hll 8溝痴下 上師器 椀 (4 3) 9 7 OJJ亦祝(2.5YR5/8) 底部～杯部1/」 91 

44 ; 荷り 2N区訊1,;苛 十師席 椀 (2 2'〕 にぶし戯杓(、luYR7/2) 底部1/1 LI, 
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土器観察表

掲載出十

苗号 品構各
地区名

4,i 溝, 2NIX 

!Ii 溝 8 2N区

47 溝'!IX

lけ溝' 1区

3

0

 

溝

溝
9

0

 

4

5

 

2N区

2N区

IHぷ構 ・I笞位各

邸17溝

K"l7溝

K1t 8溝

K"'溝
h" 17溝

h"l 7溝

掘ト

掘下

,51 溝, 2NIX 

52 溝'1区

,53 溝, 2NIX 

51 溝10 2S区

.5,i 溝10 !IX 

Sli 溝10 2S区

,57 溝10 !IX 

随溝10 2N区

,59 溝10 !IX 

刷溝10 2S区

61 溝10 2NIX 

似溝10 1区

63 溝10 2 SIX 

li1 溝10 2N区

6,i 溝10 !IX 

邸溝10 1区

67 溝10 !IX 

邸溝10 1区

69 溝10 2 SIX 

70 溝10 2N区

71 溝10 2NIX 

72 包念l苫 1区

73 包合居 !IX 

71 包念l苫 1区

7ふ 邑合居
l区東
～中央

包合居 !IX南 古代包合居

包念l苫 1区 古代包念l苫

包合居 !IX南 古代包合居

1区北東
79 包合居 占代包合居 I火祝色土

～北占

包念l苫 2N区応11溝

包合居 !IX 古代包合居

包念l苫 1区」ヒ 古代包念l苫

包合居 !IXrti 古代包合居

包念l苫 2N区応11溝

包合居 !IX北 古代包合居 I火掲色土

1区北～
陀包合居 占代包合居 I火拠色土

北占

1区束～
87 包合居 占代包含居 I火祝色土

中央

包念l苫 1区 古代包念l苫

包合居 !IX 古代包合居

包念l苫 1区」直古代包念l苫

限北東
91 包盆居 古代包盆居灰祝色上

～北西

92 包合居 !IX南 古代包合居 I火掲色土

K,t17溝

K"'溝掘下
K,t17溝

K"l'l溝

K1t 7溝 ，出祝土J

K"l'l溝

K1t 7溝

K"l'l溝

K1t 7溝

K"l'l溝

K,tl3溝掘ト

K" 7溝
K,tl3溝

K"l'l溝底而

K1t 7溝

K" 7溝
K1t 7溝

K"'溝
K,tl3溝

K"l'l溝

K,tl3溝掘ト

古代包念l苫 灰紀色十

古代包合居 I火掲色土

古代包念l苫 灰紀色十

古代包合居 灰祝色上

掘ト

掘下

内端

掘下

掘ト

中央東西十手中l苫

トレンチ凶

76 

77 

78 

刷

81 

似

83 

81 

8.i 

88 

89 

叩

94 包合居 1区席

叱

97 

qけ

99 

100 

101 

102 

103 

101 

10.i 

lOli 

次岱色土

灰祀色十

次岱色土

l火掲色土

灰紀色十

l火掲色土

灰紀色十

l火祝色土

灰紀色十

叩包合居 1区北内占代包含居 I火祝色土

占代包合居 I火i葛色土

95 包含居 1区由 占代包含居 I火祝色土

包念l苫 1区 古代包念l苫黒紀色十

包合居 )IX 表土-20皿

包念l苫 1区北東古代包念l苫

包合居 )IX北史古代包合居

包念l苫 1区」直古代包念l苫

包合居 )IX史 古代包合居

包念l苫 1区 古代包念l苫

包合居 )IX 古代包合居

包念l苫 1区東 古代包念涵

包合居 )IX史 古代包合居

包念l苫 1区北東古代包念l苫

忠紀色十

・エ掲色土

黒紀色十

・エ掲色土

黒紀色十

・エ掲色土

里紀色十

・エ祝色土

主紀色十

神別

土帥器

十師席

土帥器

十師席

緑柚陶沼

緑柚陶沼

m色土器

頃恵席

須忠器

頃恵席

須忠器

頃恵席

土帥器

十師席

土帥器

十師席

土帥器

十師席

土帥器

主色十協

m色土器
十師席

頃恵席

須忠器

頃恵席

須恵沼

須忠器

頃恵席

須忠器

頃患器

頃恵席

須忠器

頃恵席

須忠器

頃恵席

須忠器

土帥器

土帥器

十師席

土帥器

十師席

上師沼

土帥器

緑袖陶器

白磁

十師席

土帥器

十師席

土帥器

十師席

土帥器

十師席

土帥器

十師席

土帥器

十師席

ぶ柾

，
 

椀

鉢

密

笠

枕

皿

椀

平瓦

半几

長頸甜

ff, 

閲杯

密

-lit 
椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

かまと

丸几

平瓦

半几

杯告

高ff,

閲杯

万杯

高H,

把手付鉢

孟

盃

杯

什

杯

什

笠

椀

盃

笠

杯

什

杯

杯

椀

緑袖陶器 I宛

，対Fu 

か九

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

計汎,11泊(cm)

D怪器閲底怪

(2.2) 

(:1.1'〕

14.8 (11.7) 

16.1 (1:1.2'〕

1.5.0 

10.6 

(38 0) 

(l'l 8) 

10.8 

12.6 

8.3 

11.8 

12 1 

17.7 

9.7 

(28 Ol 

11.7 

12.0 

11.7 

）
 

1

0

0

 

•• 3

1

0

 

ー

1

1
,＼ 

1』8

lci.7 

14.4 

(17 Ol 

(15 .5) 

(l;i 8) 

13.0 

12.7 

12 ,5 

(13 0) 

l'l2 

(2.0) 

、り＇ノ）

2

3

 

．

．

 

1

2

 

(

/

¥

 

(lu.9・〕

3.4 

(.S.T〕

(4.-i) 

(88'〕

(30) 

(2.1'〕

(18) 

(18'〕

(3.i) 

(Luヽ〕

(1.7) 
.，、1., .. , 
(2 0) 

:3. 7 

(6 -i) 

(6初

(4.6) 

8.2 

(7.9'〕

(L:l) 

(241 

:3.9 

-5.-i 

i.6 

2. 7 

(l.2'〕

(18) 

(L8l 

(10.91 

:3.U 

3.1 

:3.U 

:3.1 

4.1 

(241 

(2 ll 

(2.: 乙〕

l.l 

4.0 

5.6 

.5.9 

1.2 

4. 7 

l.l 

4.0 

(2.9'〕

4.-i 

:n 

7 ,) 

6.2 

7.0 

6.2 

7」

6.0 

6.2 

ci.6 

101 

10.9 

にぶし，苗位(10YR7/2) 

拾(ciYRli/6)

位(5YR6/6)

にぶい祝(7WRci/11 

釉：灰(IOY4/IJ
玲胎：灰(IOYi/1)

釉’灰日(,5Y7/2) 
玲胎’灰日(,5Y8/1)

I火祝(7.5YR5/2) 

灰白(1UYR7/1) 

I火(:(4/)

lL1 祝灰(1UYR6/l)

7.0 I火(:(.i/0)

灰白(:(7/l 

I火(:(6/)

灰白(:(7/l 

にぶし位(7.5YR7/:l) 

にぶい苗拾(1UYR7/1) 

I火白(10YR8/2)

祝灰(ciYR1/ll

にぶし位(7.5YR7/4) 

拾(ciYRli/8)

I火白(10YR8/2)

にぶい苗拾(1UYR7/:1)

I火白(10YR8/2)

拾(ciYRli/6)

祝I火(7.5YRJ;l) 

にぶい拾(7WR7/,l 

位(2.5YR6/6) 

灰白(:(7/0) 

I火(:(6/)

灰(:(6/l

灰(¥:4/)

7.8 I火(¥:.i/)

灰(¥:う/l
I火(¥:.i/)

1:k (Xo/l 

ci.O 

11-5 

6.6 

g 6 

苗灰(2賃 6/1)

I火(:(6/0)

灰(:(6/0)

I火(:(6/0)

灰(ciY,Vll

6.0 I火白(:(7/0) 

8.2 

8 ,5 

6.1 

色諏（外面）

枠(5YRii/!il

にぶ＼苅捉(5YR5/4l

にぶいすか(7WR7 / 11 

にぶし，苗位(10YR7/」）

心苗裕(1UYR8/1) 

9.7 曳苗橙(7.. SYR8/3) 

戎仔状，兄

庇部10
脚部のみ

11緑部～胴部1/6

D緑部～胴部1/j 

D縁部I/12 

底祁I/,5 

辰部1/1

胴部～底部2/:1

1/2 

脚杜部1/2

11緑部1/12

D顕部1/9

辰部1/1.脚端欠

底部～杯部1/;i

庇部1/1

底部1/j 

辰部～杯部10

底部:1/1

庇部1/2

1/;1孜

庇部30
廂部分

1/;1 

杯部～脚桝部1/2

脚裾部2/:1

杯祁～脚t+祁1/1

2/3 

D緑部～杯部1/0

つまみと人井部のみ

大JI部1/」とつまみ

1/;1 

庇部30
底部1/2,底｛本部1/1

庇部10

D緑部1/11

庇部10

つまみ部分のみ

把手部分のみ

1/2 

11緑部1/5強、 I氏第4/5

ほほ元形

ほほ]子

5.8 位(7.5YR7 /6) 1/5 

柔山：咀が)-TI火（＇ム oGY7/1) 
7胎： I火白('-:7/l 

n翌部～杯部1/9

ii.8 
拙： H月が)-TI火(5G了7/1) 

7胎： I火白('-:7/Ol 

拙： I火白(10Y8/1)

万胎： I火白('-:8/0l

8.2 灰苗(2W7/2) 

7」位(5YR7/6)

8.0 拾(7賃 R6/6l

(8 3) 位(7.5YR6/6) 

6.9 にぶいすか(7WR6/1l 

6.3 曳苗位(10YR8/」）

6.6 I文苗招(7WR8/,l 

6.2 Iこぶし位(7.5YR7/4) 

6.0 拾(ciYRli/81

5.9 曳苗位(10YR8/」）

6 j にぶい袴(7WR7 / 11 

瓜部1/:l

『蒋部幻1/li

備考

二麗I

,,, 都、篠空、 IOC前'I
須恵質

,;, 都、 1(f北空、 9C前'I'
須恵質

1J、J印

内黒

1J、J印

把手出分

把子付き

頃想阿

京都、各占か篠、
qぐ後半~10c前半頃巴甘

llC、舶戟

□
5
-
1
1
2
m
9
5
呵

m

102 

1.58 

79 

Lio 

11;1 

り5

124 

9;3 

Bx 

80 

12り

J:31 

81 

J:32 

157 

82 

111;1 

102 

115 

1.55 

154 

1,5;3 

!i4 

88 

!ill 

Gl 

.58 

74 

75 

33 

1% 

!Ou 

!i2 

71 

B9 

り3

6, 

0

8

2

9

 

7

r

a

 

72 

224 

!Bl 

2う9

1/2 

10 
底部ほほ元、約1/6以上

彩Jl/JじV.I、

1/;1 

11緑～胴部約1/2じV.I

約2/:1

10 
底部1/1

11緑～胴約3/8吠邸全

1/ j 

十器5

l
l
"
O
げ
"
n
】
げ

2
げ

5
l
l
1
り

r
a
rぅ

l

r

a

勺
J

勺
J

C

ヽ
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土器観察表

掲載出十
柚別 ぶ柾

計汎,11泊(cm) 色諏（外面）
戎仔状，兄 備考

実測
苗号 品構各 地区名 IHJ>i構 ・I笞位各

D怪器閲底怪 沿号

107 包合居 llX史 古代包合居 工岱色土 土帥器 椀 (14 4) 49 71 曳苗位(7.5YR8/:l) 11緑～胴1/2、I氏祁全 20 

108 包念l苫 1区北東古代包念l苫黒祀色十 十師席 椀 (:18'〕 7 0 明赤祀(ciYRci/lil 閲台1/j 54 

109 包合居 llX 中央束内中居 土帥器 杯 (1 9) 位(2.5YR6/6) 11緑部破片 101 

110 包念l苫 1区東 古代包念l苫黒祀色十 十師席 杯 11 j 2 1 7 j にぶい拾(7WR7/1l Vo 48 

111 包合居 llX史 古代包合居 甲岱色土 土帥器 杯 12 2 3 ;3 7 J I火白(10YR8/2) 1/3 りU

112 包念l苫 1区東 古代包念l苫忠祀色十 十師席 杯 12 8 ;1 u ".) 灰苗祝(luYR.1/2) 1/2 !i7 

113 包合居 llX北史古代包合居 エ岱色土 土帥器 i小 (13 0) 3 1 (9 0) 位(5YR7/8) 彩Jl/2じ） 1 12 

111 包念涵 1区北東古代包念l苫黒祀色十 十師席 杯 12 1 28 8 9 拾(ciYRli/81 2/:1 48 

11.i 包合居 llX 古代包合居 工岱色土 土帥器 l小 11 3 りu .― J 8 1 にぶし位(7.5YR7/4) ほぼ完形 土囲 4 5 

110 包念l苫 1区北東古代包念l苫黒祀色十 十師席 杯 11 9 ;1 2 (7 7) にぶい祝(7WR6/,l 約1/2以上 18 

117 包合居 llX 古代包合居 工掲色土 土帥器 杯 12 7 30 8 0 にぶし位(7.5YR7/4) 1/2 .57 

118 包念l苫 1区 古代包念l苫黒祀色十 十師席 杯 11:1 29 "2 にぶい拾(7WR6/1l 1/2 1211 

119 包合居 llX北史古代包合居 甲掲色土 土帥器 杯 110 32 6」 にぶし，苗位(l0y17/4) 4/5 :32 

120 包念l苫 1区東 古代包念l苫忠祀色十 十師席 杯 10 8 2 1 7 2 拾(7WRli/lil D曖部1/1, 底部J/;i ,1 

121 包合居 llX史 古代包合居 工掲色土 土帥器 i小 10 9 29 71 位(2.5YR6/6) 約2/3 .lo 

122 包念l苫 1区 古代包念l苫 十師席 杯 10 6 :11 1 9 灰白(1UYR8/2) 元形 十器 !i

123 包合居 llX史 古代包合居 エ岱色土 m色土器 椀 16 1 .s 4 8 0 にぶし位(7.5YR7/4) 1/2 1J、J印 .51 

121 包念l苫 1区北東古代包念l苫黒祀色十 里色十席 椀 (,[ uヽ〕 7 0 にぶい拾(7WR7/,l 杯部～底部1/;1 内忠 78 

12,i 包合居 llX史 古代包合居 工岱色土 m色土器 椀 (2 1) 7 8 明か祝(2.5YR5/8) 庇部1/2 1J、J印 7:l 

120 包念l苫 1区北東古代包念l苫黒祀色十 里色十席 台付佃 12 8 2 7 7 ,)拾(ciYR7/6l 1/ j 内黒 28 

127 包合居 llX史 古代包合居 エ掲色土 土帥器 鉢？ 24 8 (7 .J) 記心祝(5YR5/6) 11緑部～杯部1/5 り8

128 包念l苫 1区 東側溝畑下 十師席 鉢？ (:128) (!JUヽ〕 赤祀(ciYR1/lil D曖部～杯部1/lU 1115 

129 包合居 2:(1>< 古代包合居 工掲色土 土帥器 鉢？ 1り2

1:10 包念l苫 1区東 古代包念l苫黒祀色十 十師席 llt 26 0 (16 uヽ〕 褐(7WRJ/,l D曖部～胴部1/0 55 

131 包合居 llX史 古代包合居 エ岱色土 土帥器 かまど にふし，i葛(7.5YR5/:l) 焚き 11の破片 10 

認2 包念l苫 1区北東古代包念l苫黒祀色十 頃恵席 杯身 8 j ;16 灰白(::,;7/l 1/;i 

133 包合居 llX北史古代包合居 工掲色土 須忠器 杯身 8 2 (1 .J) I火(5Y6/l) 11緑部1/9 11 

1:11 包念l苫 1区東 古代包念l苫黒祀色十 頃恵席 杯告 11 8 (2 2'〕 灰白(1UYR8/l) D緑部1/8 籾

Bi 包合居 llX史 古代包合居 工掲色土 須忠器 杯孟 g 3 (1 9) I火白(2.5Y7/l) 1/5 21 

no 包念l苫 1区1・:・」東古代包念l苫忠祀色十 頃恵席 圭"" (2初 灰白(::,;7/l 天廿部1/1 2:1 

137 包合居 llX 古代包合居 須忠器 i小 (2 2) 12 6 I火(:(.i/) 庇部10 111 

認8 包念l苫 1区1・:・」東古代包念l苫黒祀色十 頃恵席 杯 l'l 9 •. , , ~ I 10 8 灰(:¥'6/l 1/ j c.,c , 

139 包合居 llX北史古代包合居 工岱色土 須忠器 壺？ (1 8) 13 0 I火(:(6/) 庇部1/9 11 

110 包念l苫 2N区 中世包念l苫 灰並祀色十 頃恵席 辿 9 0 (1 9'〕 灰(::,;う/l D曖部1/6 147 

141 包合居 llX北史古代包合居 工掲色土 須忠器 高i小 (4 .J) 71 I火(:(6/) 抑t居部1/2 :35 

112 包念l苫 1区北東古代包念l苫黒祀色十 頃恵席 平瓶 7 9 (6 f〕 灰白(::,;7/l D頸部1/;1 ,4 

143 包合居 llX史 古代包合居 甲岱色土 須忠器 長頚瓶 (2 7) I火(:(.i/) 破片 80 

111 包念l苫 1区1・:・」東古代包念l苫忠祀色十 頃恵席 脚付古~ (1、3・〕 灰(:¥'6/l 底部1/j ,, 
14,i 包合居 llX史 古代包合居 エ岱色土 須忠器 Jill (3 0) I火白(:(81) 11緑～イ本部破片 12 

110 包念l苫 1区1・:・」東古代包念l苫黒祀色十 頃恵席 稲？ (1 .,l 19 8 灰(:¥'6/l 底部1/9 47 

147 包合居 2NIX 中世包合居 I火苗掲色土 須忠器 W~? - (3 9) かI火(2.5YR5/l) 11緑部破片 110 

118 包念l苫 1区東 古代包念l苫黒祀色十 頃恵席 甕？ (2 8'〕 祀灰(ciYR1/ll D曖部栂J', 85 

149 包合居 llX北史古代包合居 工岱色土 須忠器 翌 (4 8) I火(:(.i/) 11緑部破片 :J:l 

lSO 包念l苫 1区東 古代包念l苫黒祀色十 頃恵席 llt 10 s (2 f〕 灰(:¥'6/l D緑部1/lU 4:1 

1-51 包合居 llX北史古代包合居 甲掲色土 須忠器 風字硯 I火(:(.i/) 破片 87 

112 包念l苫 1区北東古代包念l苫 頃恵席 鉢 20 0 (;16'〕 灰(:¥'6/l D曖部1/8 ＇」渚都、 篠空 ＂,^ ,, 
1-53 包合居 llX史 古代包合居 工掲色土 須忠器 鉢 (2 0) I火(:(6/) 11緑部破片 京都、 1深ぷ 15 

111 包念l苫 1区 古代包念l苫黒祀色十 頃恵席 鉢 (lf〕 7 j 灰(ciY6/ll 底部1/0 ＇」渚都、 篠空 4り

1-5,i 包合居 llX史 古代包合居 エ掲色土 須忠器 椀 (2 7) 5 .5 I火白 (~7/) 庇部1/1 勺と』 9 j 

15G 包含居 1区 占代包含居 工祝色土 緑袖陶器 稜I宛 1:l」 5 1 
拙 ピスタチオクリーン

瓜部4/5
京都、 9ビ未-!OC切項恵円 !So 

ii 0 (8 5GY7 5/:l 5) 笞胎 (2 o了8/21

157 包合居 1区束 占代包合居 エ褪色土 緑袖陶器 I宛 (1:l 8) (2 81 
拙 I火オリープ(5Y5/2l

n緑部～杯部1/14 頃恵甘 220 
万胎 1:k (¥"!i/l 

158 包合居 1区 占代包合居 工祝色土 緑袖陶器 I宛 149 (2 (i〕
柔山 オリープ1:k(lOY4/』）

『睦部1/12 頃恵竹 228 
笞胎 1:k (¥'!i/0) 

159 包合居 1区束 占代包合居 坦氾色土 緑袖陶器 I宛 (15 9) (4 ill 
柔山 オリープ1:k(lOYo/』）

n翌部～杯部1/8 京都、篠宰、
!B7 7胎 1:k(¥'o/l lOC前半頃恵阿

HiO 包含居 1区北東占代包含居工祝色土 緑袖陶器 稜I宛 14ヽ (4 41 
柔山 オリープ1:)((1『や

『翌部～杯部1/7
京都、篠辛（前川 2・3号釣、 mo 

7胎 1:k(¥'7 /0) !OC前半頃恵質

Hil 包合居 1区 占代包合居 星褪色土 緑袖陶器 稜I宛 !ii 0 (4 1l 
柔山 オリープ1:k(lOY4/』）

『蒋部1/14
京都、篠宰、

13, 
万胎 1:kC,r,;o) lOC前半

Hi2 包合居 1区北束占代包合居工祝色土 緑袖陶器 稜I宛 (4 ol 
柔山 オリープ1:k(lOYo/』） n緑部～杯部 京都、篠卒~（可虎性大）、

!B5 
笞胎 1:k (lOYo/1) llC前半me?l頃恵官

Hiげ包合居 1区束 占代包含居 坦氾色土 緑袖陶器 I宛？ (11 8) (1 81 柔山 オリープ1:)((1『や 『蒋部1/10
頃恵竹 雰胎：

225 
灰(Nii/)

Hi4 包含居 1区北東占代包含居工祝色土 緑袖陶器 1111 (14 0) (2 ill 
柔山 オリープ1:k(lOYo/』）

『蒋部1/14
京都、篠学（前川 2・3号釣、 mo 

7胎 1:k(¥'o/l !OC前半頃恵質

Hi5 包合居 1区 占代包合居 エ褪色土 緑袖陶器 稜I宛 (2 1l 
拙札色(5Yfi/4l

5 8 万胎明苗祝(10YR7/(i) 瓜部1/ヽ lOC前半 137 

Hi月包合居 1区 占代包合居 工祝色土 緑袖陶器 I宛 (1 :Jl ii 0 柔山 I火オリープ(75了5/:l) 瓜部4/5
笞胎 1:k (lOY!i/1) 

京都I、篠辛の可椛性大、 133 
lOC前半
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土器観察表

掲載出 I 
神別 器極

計汎,11泊(cm) 色諏（外面）
戎仔状，兄 備考

実測
白号 品構名 池区名 IH.ril構 ・I笞位各

D怪器閲底怪 沿号

167 包臼居 l区 古代邑臼居 甲掲色上 青磁 h宛 1,5 0 49 ,s 2, 釉灰オリーブ(7.5Y6/』） 約2/社）上
玲胎灰褐(7.5YR6/2) 

越州空糸上培 7

168 邑臼居 2S区 中jtl包合居 灰茄掲色粘質上 青磁 h宛 (I 7) 7』 釉オリーブ苗(,5Y6/3)
窪胎曳茄橙(,5Y8/3)

底部2/3
9C後'['-IOC、席級で1よ 22, 
なく中程度越州窯糸

169 包合居 .six 中世包合居 I火岱色枯宵土 土帥器 椀 (2 1) 6 6 Iこぶし，苗位(10YR70) 底部1/1 201 

170 包念l苫 3区 中世包念l苫位祀色十 頃恵席 杯 (1ぅ‘〕 8 8 灰白(:¥'8/0) 底部1/;1 l!i7 

拙 I火白(5Y7/2) 
京都産洛北烹

171 包合居 3IX 中世包合唇 I火苗掲色土 緑袖陶器 椀 (4 0) 
6」 雰胎 I火白(5Y7/1) 底部1/1-杯部1/4 （可椛性大）mi各内全、 193 

9ぐ，,1頌須患門
17』溝II 5区 Ku 8溝 I師器 椀 11 6 ;J 9 1 8 灰日(2.5Y8/l) 底部1/1 209 

173 油11 .5[2'. K" 8 i柑 土帥器 椀 (2 Ol 3 7 i去苗杓(10YR8/3) 底部1/3 210 

l 7i 溝II 5区 Ku 10溝 Ku 5・8溝下届 I師器 椀 (10 8) ;J立 3 9 灰日(2.5Y8/l) 底部尤、 D縁～胴約1/』 15 

175 i杓11 .5[2'. 邸10泊束(!!U 土帥器 椀 10 7 3 .) 40 I火白(5Y8/ll ほぽ完廿； 11 

176 溝II 5区 Ku 10溝 Ku 5・8溝合流地.9 I師器 椀 (11 OJ (;J I) 1 .s 灰日(10YR8/2) 底祁今、 D縁～胴約I/I lS 

177 油11 .5[2'. 邸10泊邸5・8沿合流地点 土帥器 椀 (11 0) 34 41 I火苗(25Y7 /2) 底部全、『料～胴約l/2 14 

178 溝II 5区 Ku 10溝 Ku 5・8溝合流地.9 I師器 椀 (12 OJ ;J 9 1 0 陪灰(3/) 底祁今、 D縁～胴1/12 17 

179 油11 .5[2'. 邸10泊邸5・8沿卜居 土帥器 杯 12 J 24 8」 ／こふミし，杓(75YR7/4l 底部30 211 

180 溝II 5区 恥10溝恥5・8溝下届 備前焼 すり鉢 (;J 8) 苗灰(2.5Y6/l) D縁部1,1)片 須恵質 217 

181 泊11 .5[2'. 邸10油邸5・8渦卜居 煩灼'fr 丸且 I火(¥'.i/l 破片 213 

18』溝l』 5区 Ku! I溝 I師器 椀 (I i) ,5 8 灰(,5Y6/l) 底部I/I 219 

183 油13 .5[2'. K" 3; 杓 l・I晋 土帥器 椀 (2 71 (6 Ol I火白(10YR8/2l 底部1/5 208 

18i 溝13 IW区 Ku :3溝最下酒 I師器 椀 (I I) 灰日(7.5Y8/l) 底部1/1 17:3 

185 油13 .5[2'. K" 3i村 l・I晋 土帥器 Jill 6 5 1 2 43 Iこふミし，杓(25YR6/4l 完彩 10 

186 溝13 5区 恥 3溝 瓦質 I器イ、明 苗灰(2.SYl/1) 焚きDの部 20:3 

187 i村13 .5[2'. K" 3i村 土帥器？ すり鉢 (2 21 14 8 I火白(10YR8/2l 底部1/6 須忠器生焼け？ 202 

188 溝13 l区 Ku :3溝上酒 白磁 碗 (I 7) 釉灰日(7SY7 /) D縁部1,1)片 蕗胎仄白(Y8/)舶載 169 

189 溝13 5区 K" :3溝下酒 白磁 碗 (2 (I) 釉灰日(,5Y7/2) 
,5 2 姦胎灰日(,5Y7/l) 底部1/3 珀載 207 

190 沿13 .5[2'. Ku 3泊 l・I晋 百磁 碗 (2 21 
柏 I火白(¥'8/l

7 0 雰胎 I火白(¥'8/l 底部1/5 犯栽 200 

191 油13 .5[2'. K" 3i村 l・I晋 (1紆か」焼 豆~ 8 0 (4 21 I火亦(25YRV2l 『料部-IFj部1/8 214 

19』溝13 5区 Ku :3溝下酒 備前焼 すり鉢 (;J 7) にぶい橙(2.5YR6/l) D縁部1,1)片 222 

193 油13 4Wに K"3i村|、陪 (1前か」焼 すり鉢 (3 71 赤I、k(2 5YR5/ll 『縁部破片 177 

19i 溝13 5区 Ku :3溝下酒 備前焼 すり鉢 (;JO OJ (I 9) 赤灰(2.sYRl/1) D縁部1/1(1 22(1 

195 i村13 .5[2'. K" 3; 村 l・I晋 畠山焼 翌 (39 Ol (3 31 I火(¥'4/l n縁部1/18 221 

196 I瑞 :3・IW区 Ku!ふ1石I謳 瓦質 I器羽釜 (;Ji) 灰(:-Si) D縁部1,1)片 175 

197 土堺 3 4Wに 邸15集白土堀 煩店器 こね鉢 (3 il I火白(75Y7 /1) 底部4/5 土匪 1 174 

198 I謳 :3・IW区恥lふ1石I謳 備前焼 すり鉢 (-5 (I) 灰('¥6/) D縁部1,1)片 No. 2 I器 17S 

199 土堺 3 4Wに 邸15集白土堺 (1紆か」焼 すり鉢 (4 Ol I火(¥'G/l 朕部破片 m 
』00 包念酒 ＇以S区 中jtl包念酒 灰祝色 I I師器 椀 11 0 ＇＂）り^  (6 OJ にぶい苗橙(10YR7/3) 1/ I 131 

201 包合居 2Sに 中世包合唇 I火i思巴土 煩店器 こね鉢 (4 91 I火白 (~7/l 『器部破片 130 

』0』 包念酒 2N区 中jtl包念酒 灰加）呂色 I 瓦質 I器 内耳泥 は9) 陪灰('s3/) D縁部1,1)片 141 

203 包合居 2Sに 中世包合居 I火i忍巴土 且質土器 火鉢 (2 il I火白(5Y7/ll n器部破片 128 

』o, 包念酒 ’因S区 中jtl包念酒 灰祝色 I 瓦質 I器 火鉢 (;J (I) 祝灰(IOYRl/1) 底部1,1)片 122 

』0,i 包念酒 ＇以S区 中jtl包念酒 灰）呂色 I 仄袖 I器皿？ (2 (I) 釉灰オリーブ(,5Y6/2)
D縁部1,1)片 旧芹 161 

姦胎灰日(,5Y7/l)

206 包合居 2Nに 北側沿掘ト 灰袖土器 碗 (0 91 (5 91 柏 オリーフ苗(75Y6/3l 朕部
雰胎 I火白(75Y8/l) 

国産、,[世？ 145 

』07 包念酒 2N区 中jtl制作痕据下 白磁 悔 (2 ,) 1 2 釉灰日(2.SGY8/l) 
姦胎灰日('s8/)

底部I/I l+lrti"、近jtl'I 14.¥ 

208 包合居 2Sに 中世包合唇? I火苗祝巴粘門土 百磁 t宛 15 8 (4 Ol 
柏 I火白(5Y7/ll 

『料部～杯部1/7 印栽 123 
雰胎 (5Y8/ll 

』09 包念酒 2N区 中jtl包念酒 灰加）呂色 I 圭日げ認 碗 (I 6) 釉オリーブ灰(.5GY6/1) D縁部1,1)片
姦胎灰日('-:7/) 

珀載 14S 

』10 包念酒 ＇以S区 中jtl包念酒？ 灰缶祝色1:,r「質 I 青白磁 合--(若 6』 (I 3) 釉灰日(7.5Y7/l) D縁部1/,S 蕗胎灰白(N7/)舶載 128 

』II 包念酒 l区 江jtl水田酒 灰屈色 I 圭日げ認 鉢'I (2 I) 1 8 釉オリーブ灰(IOYう／ふ）
姦胎 (JYR7/IJ 

底部I/I 粕載 29 

』1』 包念酒 5区 東西 I、レンチIし即乱面虫）呂色 I I師器 椀 (10 I) ,)"J ― 1 6 にぶい缶橙(10YR7/』） 約1/』JリK下

213 包合居 5に 邸12P1t? 土帥器 椀 (111 4 8 i去苗杓(10YR8/3) 底部l/2 212 

』Ii 包念酒 IE区 IYJ I、レンチ L~,O叩 瓦質 I器鉢 (I 7) 灰日(,5Y7/l) D縁部1,1)片 18.¥ 

215 包合唇 4Wに 中世包合居 I火苗捉巴土 煩店器 こね鉢 (4 81 I火(¥'G/l n縁部破片 130 

』16 包念酒 IE区 中jtl包念酒上酒 灰祝色 I 須恵器 こね鉢 (;J 8) 灰('¥6/) D縁部1,1)片 182 

217 包合唇 4Eに 中世包合唇 I、K褪巴土 煩店器 こね鉢 (3 31 I火(¥'G/l 『料部破片 135 

』18 包念西 IE区 中jtl包念酒 灰祝色 I 須恵器 こね鉢 は8) 灰日('-:7/) D縁部1,1)片 18:3 

219 包合唇 5に 中世包合居 煩店器 こね鉢 (3 1l 10 2 I、k(¥'G/Ol 底部10 束｝番互？ 218 

闊］包念酒 IE区 排 I 瓦質 I器 火鉢 (2 ,) 灰日(2.5Y7/l) D縁部1,1)片 17(1 

221 包合居 4Wに 中世包合居 I火苗掲巴土 灰袖土器 1ill (111 40 柏 オリーフ苗(5Y6/3l 底部1/3 雰胎 I火白(5Y7/1) 172 

』i』 包念酒 IW区 中・江jtt包念酒 灰加）呂色 I 由沖焼 皿 11 0 ,＂),り) 3 7 釉オリーブ灰(,5GY6/1) 1/3 :各,I台社が、IOYR6/2) 168 

訟3 包念酒 5区
餃下酒

圭日げ認 孟炉 11 8 は9)
釉千草色(10G7/2う）

D縁部1/8
16C中頃、日咋

20.¥ IA、I-灰祝色机質、ノル Iヽ 姦胎灰日(10Y8/IJ 近jtl磁器

224 包合居 3-5区 束曲トレノチ,1,世、』代包合唇 百磁 t宛？ 7 6 (3 61 
柏 I火白(10Y7/1) 

『料部～杯部1/8 国産？ 165 
雰胎 I火白(¥'8/l

訟5 包念酒 5区 北 I、レンチ表 I、江jtl耕作 I 白磁 碗 (1,5 8) (;J 6) 釉灰日(7.5Y7/l) 
D縁部1/12 珀載 205 

姦胎灰日('s8/)

226 包合居 5に 中世包合居 I火色枯門土 百磁 碗 11a (3 il 柏 明オリープ(5GY7/1l n縁部～杯部1/8
雰胎 I火白(¥'8/l

犯栽 200 
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土器観察表

掲載出十

苗号 品構各
地区名 IHぷ構 ・I笞位各

泣7 包念l苫 :1・4区東西トレンチ

228 包合居 .six 

泣9 包念l苫 lW区

表十掘下

柚別

百磁

ぶ柾

北トレノチ 表土、 J忙世耕作土

中世包念l苫 灰位紀色十

青白磁

百磁

碗

碗

佃

計汎,11泊(cm)

D怪器閲底怪

(18'〕

9.1 

）
、
り
'
’

1

2

 

•• り/
＼
/
（
 

色諏（外面）

柚：灰オリープ(7賃 6/2)

五胎：灰白(:¥'8/0)

5」
帥：明録I火(10GY8/l)
窃胎:I火白ぶ8/)

6.0 
柚：灰オリープ(1UY6/2)
五胎：灰白(1UY7/1) 

戎仔状，兄 備考
測
号

実
沿

D緑部栂J',

庇部1/7

4

5

 

り

1

1

2

 

1/7 

粕載

舶叫

粕載 178 

.
1
1
-
1
2
3
a
4
-
3
6
-
1
8
 

恥
弓

1

2

3

4

5

ぃ
9
E
.
，
8

9

ー

1

1

l

l

l

l

1

1

渇
番
＿

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

i色柑名

包含l苔

包合居

凶合居

包含l苗

包合居

溝11

包含l苗

包合居

凶合居

包含l苔

包合居

凶合居

包含l苔

包合居

凶合居

包含l苗

包合居

凶合居

載
口P

―ー
2

3

4

5

6

[

1

8

9

掲

番

s
s
s
s
s
s
s
s
s

悶〗
---;-
"¥v 1 

W2 

w:3 

W4  

W5  

W6 

W7  

W8  

W9  

W!O 

Wll 

Wl2 

Wl:l 

Wl」

Wl5 

WHi 

W17 

地に名

1区Iヒ東一化西

1に北束ー北由

1仄北束ー北両

1区Iヒ東側

1区束側

5仄

4 E区

4 E区

5仄

5区

4 E区

1仄北両端

4 E区

4 E区

5仄

5区Iヒ側

5区

5仄

屯冊名

包含I苗

包合居

包合居

包含届

包合居

溝 9

包合倍

溝1こ

包含I笛

と構名

泄11上届

溝11I居

溝II下I芦

泄11I、届

溝11下居

溝11下I芦

4り11牛几刀iJ2 
溝11杭夕l」:3

溝II杭列 2

4り11牛几刀iJ2 
溝11杭夕l」:3

溝1:3

4りl:J牛几刀iJl

溝1叶几夕l」1

溝 1:3杭列］~

4りl:Jl/,刀iJl

溝lo仇夕l」1

地に名

1区It東端

1区

3区

5区

1区

'.'J区

1区

5仄

'. s区

池区名

5区

5区

5区

5区

5区

5区

5区

5区

5区

5区

5区

5区

4W区

nv区
4W区

4W区

nv区

1日屯i付名

仄褐色 I

灰渇色土

仄褐色上

仄褐色 I

黒泡色土

N11 8 I居

仄茜褐色 I

灰苗渇色土

床上～仄褐色粘は上

近jtl下I芦

灰苗弔色土

仄褐色上

仄苗褐色 I

向トレンチ

仄苗褐色粘は上

仄色1屈十

枯土表採

床上～仄褐色粘贋上

旧屯柑名

古培包含J;,,?

表土～ー20⑩

南側溝

中世以前包含屑

（黒褐色十・仄褐色十）

西側溝 ー 60叫まて

Nul7 

l火i葛色土

Nn ;J I居（近丑水田）

灰祀色 I

|『；；構名

~o. 3 I、居

油 5

油10東 I手

~o.10 束測

油10束上J

渇llJ

~o.lot, 『L5 

油10杭11

~o.10杭 1

1o.lot, 『L3

油10仇り

~O. 3下l苔

1o. 3 I、居

~"-:J下居

~O. 3下l笞

1o. 3 I、居杭 1

~"-:J最下居仇・3

器種

訂

釘

釘

刀+?

鉤？

釘

釘

訊？（雁股）

キセル（吸UJ

紡近中？

肋廷車？

銭宜

践貨
; a・ ィヒh日

銭宜

銭貨
; a・ ィヒh日

銭宜

母柚

悟種

笏

石匙

わ凶丁

石包」

砥ゎ？

石渇

碁石

わ鍋

硯

曲If物測板

仇

苓？

曲If物l氏板

札？

紡繍,,? 

杭

仇

杭

杭

仇

控?

ti, 
仇

杭

杭

仇

金属製品観察表

；；七則イ也(mm)

最人長最人血岳最人厚

11. I 5.8 7.6 

:18.9 5.9 7.0 

::17.9 6.-5 6.5 

63.2 26.0 6.6 

41.0 17.0 1.5 

61.6 8.2 8.0 

27.8 6.3 5.:3 

3』0 : 乙4.5 9.0 

::17.6 10.-5 1.0 

26.0 2 1.2 -5.0 

18.fi 1:l.5 7.5 

24.4 244 1.2 

21.l 21.l l.O 

241 : 乙n 1.0 

24.9 249 U 

21.9 21.9 I.I 

24.4 : 乙4.4 U 

24.7 24.7 1.7 

石製品観察表

~t禅IJ/位 (mm)

最人長最人I屈最人厚
2.5.・1・1.7 U 

,4/i 5) (118) /i.5 

(510) け8.0 6.0 

(7'111) 

(60 5) 

(15.IJ) 

15.0 

(29 OJ 

32.(1 

a'l .. i 

(40 OJ 

(71.IJ) 

!oO 

(481) 

23.IJ 

9.0 

(29 OJ 

26.IJ 

7.0 

14.2 

12.0 

木製品観察表

計測I直(cm)

菜人長最．人輻贔人四

り』 :l.9 0.:l 

23.1 4.4 3.2 

8.3 0.7 (1.5 

1:l:l 8.4 0.5 

14.7 2.2 0.45 

9.9 l.l U.6 

40.:l :l.7 :l.:l 

40.8 3.1 3.8 

116.0 3.6 2.7 

110.5 :l.7 :l. 7 

113.5 4.0 3.8 

9.9 l.l U.6 

2:l 9 4.9 :l.2 

40.3 6.0 2 Y 

10.0 7.3 ぅ.0

80.0 10.8 o 2 

126.5 4.6 4.4 

堕呈
(g) 

---:-
1.2 

4.1 

31 

22. 7 

fi.9 

121 

2.2 

11.4 

4.6 

16.8 

8.1 

2.7 

2.8 

2.4 

2.8 

2.9 

2.:、：

4.0 

璽呈
(g) 

1.5 

10.7 

16.1 

5

1

7
ー

1

5

5

8

•••••• 5

2

I

J

1

5

4

 

4

8

2

2

 
一

樹柚

？ 

？ 

？ 

？ 

？ 

？ 

モ：屈

アカマッ

コナラ節

クヌキ節

アカマソ

？ 

アカマソ

アカマッ

アカマソ

アカマッ

アカマソ

材竹

且

鉄

鉄

且

銅

鉄

且

鉄

銅

鉛

鉛

銅

姐

銅

銅

姐

銅

銅

材門

変成岩？

滑石

石英

滑わ

'I 

残存状況

ほほ~心叩

ほほ完形

:3 /,j? 

1/:J? 

n柑部小片

ぱば完形

2/:J? 

2/3? 

ぱば完形

；し叩

3/ 4残

完形

；し尼

完形

完形

心形

完形

完形

サヌカイト

サヌカイト

片岩系

サヌカイト

残存状，兄

冊考

古代包含l全

占代包合底

古代凶含居

古代包含l舌

占代包合居

中士

中近jt+包念l苔

,1, 近世包合居

近出凶含居

穿孔洛 5mm 

穿孔岱4m頂

皿寧）L杏 古代凶含居

i亨化元音 中近jt+包含l苔

皇宋遥臼

7T通密

息，祐元音

元祐遥臼

立永通吾 近士凶含居

、;,;形

2/3残？

1/2弱

1/2強

？ 

底部小片

ほほ完形

u緑部小片
ポlj甜底部

戎存状況

近士凶含居

中世包念l苔

縄文時代'I

縄又叶代

弥生時代吃製

弥生叫代 !J製

弥生時代以削？

中世屈人品

占代

中丑

中jtt 赤間石'I

小片

？ 

？ 

1/2因

1/HJ、I? 

？ 糸を巻いた肝般

？ 樹皮付

？ 樹皮剃落

？ 村）皮付

？ 樹皮付

？ 相皮剥落

？ 

？ 

？ 

？ 

？ 

？ 

縦• 似半行l/J込祝

滴穴建築都材転用？

糸を色いた般趾？

汀輪、バ苔婆転用

'I割丸太1Jii_l

半割丸人加丁

が塔婆転用

樹皮付

測

0
D
-
1
0
1
6
1
7

ビ

8

い

1
8
1
4
1
1
9
1
0
1
3
2
J
0
5
4
了

夫

番

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

冊考 □
芦
一S~
s
rー

s
 rヽ9
D

S

S

S

S

 

備考 勾
W7 

W,5 

w:1 

Wり

W1 

Wl  

Wl:J 

Wl2 

WIS 

Wl4 

Wll 

We 

W6 

W8  

WIO 

Wlfi 

Wl7 
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N(l 誓り i堂構名
1 C 1 包合厨

2 C :3 溝り

3 C 4 溝 9

1 C ,5 溝り

地区名 IU造構名 器挿

1 区 表土ー ~Ocm 土飩

1 区 N<18 上鉦

8

8

 

n
5
U
 

N

N

 

区

区
1

1

 

十飩

上綽

5 C 10 溝10 1 区 Nll 7 十延

6 C 12 占代包含層 l 区 仄渇色上 上錘

7 C 14 古代包含犀 1 区 黒褐色十 十錘

8 C 16 沿13 5 区 N<13下層 土錘

9 C 17 十瑞 3 4 W区 Nlll.1 十錘？

10 C 18 土壊 3 4 W区 N<115 土錘？

11 C 20 辺含瞑 1 区 四側溝 十錘

12 C 21 中世包合層 2 S区 仄某褐色土 土錘

13 C 22 中世包含屈 3 区 灰苗褐色十 十錘

14 C 23 近世包合層 2 S区 仄晶褐色土 土錘

15 C 2.J 中世包含陀 4¥V区 灰苗褐色十 十錘

16 C 2.5 巾世包合層 5 区 仄褐色土 土錘

17 C 26 中目包含屈 5 区 灰渇巳上 上母

18 C 27 巾世包合層 4¥V区 仄苫褐色土 土飩

19 C 28 中白包含貯 4~5 区灰渇巳上 上延

20 C 29 近世包含層 5 区 I入褐色土 土飩

21 C30 d含阿 2N区 西側溝 上錘

訟 C31 包合厨 3 区 表土・中世包土飩

23 C32 中刊邑含肥 5 区 灰渇色上 上錘

24 C33 巾世包含屈 3 区 I火韮褐色土 土踵

25 占代包含居 l 区 灰褐色上 上錘

26 巾且包含層 2 S区 l火応色十 十飩

27 四含屈 2N区 北•西測溝 上錘

28 包合層 2N区

区

区

区

区

区

N

W

N

N

N

 

う

1

4

2

2

2

層

犀

含

含

包

包
柑

且

9

9

9

中

中

泄

溝

沿

6
[
i
8
 

c
c
c
 

29
叩

31
況

33
~1 C 9 溝 3

35 C 11 沿¥10

~6 C 1.'i 溝B

37 C 19 i苫14

38 逗含区

39 古代包合層

10 古代包含倅

41 古代包合層

42 占代包含陀

43 巾世包合層

44 中刊邑含胚

45 巾世包含層

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

N

S

S

S

 

9
J
1
5
J
5
1
1
1
1
1
2
/
1
2
J
2
 46 d含阿 2N区

47 巾世包含層 2N区

48 占代包含居 2N区

49 巾且包含層 3 区

.so 中刊包含居 3 区

51 巾且包含屑 3 区

,52 中柑包含屈 1 E区

5~ 中且包含脳 4 E区

.54 中但包含層 4W区

cc 中世包含脳 4W区

,56 近世包含層 5 区

c7 C 2 溝 3 1 区

,58 中世包合層 2 S区

.'i9 C 1月 古代包含倅 1 区

60 C34 包合層 5 区

北側溝 十匪

灰位褐色上 上錘

次苗褐色十 十剖

N<117 土装F9盤

Nlll 7 十製円盤

N<117 土製円盤

土製品一覧表

五十湘］｛直(mm)

最大丘最大l屈最大厚 孔枠

56.5 23.0 謡 0 8.0 33.4 I火禎褐10YR6/2

(89.0) (41.0) (42.0) 11.0 113.9 灰拍氾lOYRS/2

81.0 :18.5 げ4.0 15.0 108.5 中合5YR6/6 完形 先細円筒形 C 7 

(34.0) (14.0) (12.2) 4.0 7.1 にふ＼、黄橙10YR6/:3 1/2残 双孔丸棒形 C 5 

87.0 :17.5 げ7.5 11.5 1:16.8 にふ\•黄栢lOYR6/:1

48.0 29.2 20.0 

(45 2) 16.0 16.0 6.0 

(47.0) (53.0) (43.0) 

(21i 0) (24 0) (11 0) (Ii 0) 

(24.0) (2.'i.O) 00.0) (6 . .5) 

91.U :=iii.fl 日fi.fi

73.0 34.0 34.S 

（う2.fi) (22.U) (18.0) 

(40.0) 14.0 LS.O 

H.U 10.0 11.U 

(47.0) 13.S 13.0 

(10.5) 13.0 lLS 

(25.Sl 13.0 8 .. 5 

(41.5) 10.5 10.0 

(26.0) 13.0 11.0 

26.0 26.5 26.5 

26.0 26.0 (24.0) 

(23.0) 33.0 (16.0) 

19.5 19.5 (8.0) 5.0 3.9 にぶ＼ヽ苗拾10YR7/2 

(30.4) 12.6 (11.4) 4.0 4.6 戊拍橙7.5YR8/6

(18.3) 9.3 9.1 4.5 1.3 袷5YR6/6

(16.1) (21.7) (11.9) 7.5 3.5 灰白2.5Y8/2

(42 8) (:10 6) (18~) (16) 19.5 黒N2/0

(27.9) 22.1 (16.3) 7.0 ,5.8 橙5YR7/6

(18.4) 8.1 8.: 勺 4.0 07 橙5YR7/fi

5

0

5

 

．

．

．

 

3

5

5

 

ー

1

1

0

0

5

 

．

．

．

 

0

1

7ー

2

2

1

 

5

0

0

 

．

．

．

 

3

4

5

 

2

2

り

重量
(g) 色凋

N(ll 7 十製円盤 げ2.U :11.0 18 . .S 

N,1 7 土製門盤 30 .. 5 28 . .S 1.5.0 

N(l'lト胴 十製円盤 28.U 27.0 17.U 

Naり下層 土製門盤 56.0 48.0 1.5 .. 5 

休十 十製円盤 20.U 23.2 8.8 

黒褐色土 土製門盤 24.2 19.9 11.2 

凧渇巳土 土製円盤 22.2 20.0 11.U 

黒褐色土 土製門盤 20.2 19.0 10.6 

烹渇巳上 上製円盤 22.0 19.13 13.:3 

I)(褐色土 土製門盤 29.3 27.4 12.4 

灰黄渇色上 上製円盤 24.8 21.1 12 .. 5 

I)(苗褐色土 土製門盤 加.2 19.8 14.4 

北側溝 上製円盤 22.8 21.6 10.8 

1人品褐色土 土製門盤 訟.6 21.7 11. 7 

黒褐色上 上製円僻 23.1 17.3 13.4 

l火基褐色土 土製円盤 2.5.2 19.0 13.4 

灰芍褐色上 上製円盤 23.4 18.3 13.2 

次柑褐色十 十製円盤 21.: 勺 19.6 14.2 

灰褐色上 上製円盤 18 .. 5 16.4 9.4 

次褐色十 十製円盤 22.4 19.4 9.'l 

仄苫褐色上 上装円盤 20.4 20.2 12.4 

次苗褐色十 十製円盤 2.S.1 24.4 8.7 

表土・近世包土製円盤 23.1 19.1 1.5.6 

N(l 8 十焦 (97 0) (47 .S) (:1凡日）

仄褐色土 土馬脚? 34.4 12.7 11.6 

灰褐色十 輩消羽n (29 0) (:18 U) (20 0) 

西側泊 陶製人形 36.2 21.0 23.2 

2.5.9 にふ＼ヽ i月7.SYR6/3

L'i.O にふ¥'橙7WRG/4 

88.2 にふ＼湘訟.SYR6/4

8.0 }・)(黄褐lllYRり/2

6.6 にふい苗橙10YR6/4

18 fi 122.fi にぷ\'褐7.'iYRり/~

12.5 74.8 灰RN8/0

8.fi 19.3 にふ＼，橙7..'iYR6/•1 

5.0 8.8 にぶい橙7.5YR6/4

.J.O S.9 にふ＼，橙7.. SYR7 /•1 

5.0 12.0 iこぶい笛褐10了R5/4

.J.O 8A にぷ＼、黄橙10YR6/.J

6.5 4.0 明芦褐10YR7/6

4.0 7.:3 明渇7ふYR5/6

4.0 4.4 にぶ＼叶姑7.5YR6/3

6.5 12. 7 浅拮橙10YR8/4

5.0 10.1 I火笛褐10YR5/2

9.0 14.1 灰拍褐10YR6/2

7.8 灰N6/0

!i.9 }-i(亡N7/0

.5.3 灰RN7/0

残仔状I兄備考 測

号
実
贔

完形 円筒形 C 17 

1/:3戎 先細円筒形 C12 

完形 先細円筒形 C 6 

完形 I古J;荷楕円盤 CLS 

1/2残 双孔丸i奉形 C lG 

1/4残 周油楕円球 C31 

1/2残 放I久玉形 CB  

1/2残 委U珠卜形 C 14 

ほほ完形 先細円筒形 cm 
ほほ完形先釧円両形 C 21 

3;,1残 先細円筒JI; C 2fi 

3/4残 長紡錘形 C 20 

如じ 日筒II; C 26 

3/5残 双孔丸杯形 C30 

3/5残 双孔丸i奉膨 C 29 

1/3残 双孔丸杯形 C 27 

3/5残 双孔丸棒膨 C 28 

1/4残 双孔丸梼形 C32 

ほほ完形 周溝数珠球形 C 22 

2/3残 周溝数珠球形 C23 

1/2残 1月溝数珠球形 C33 

1/2残 数珠玉附 C 24 

1/2残 に紡錘形

1/4残 長籾鈍附

1/4戎 I古J消数珠球形
1/5残 先細円筒形

1/3残 I古J消敬珠球形
1/5残 長紡錘形

完形 平瓦片 C 9 

:1 /4残 須恵器片 ClO 

1/3伐 須忠器片 Cll 

2~.U 灰uN7/U 完形

13.7 灰N6/0 完形

lU 灰Nti/U 元形

43 . .S ~Nl.5/0 完形

6.3 青灰5Bう/1 元II;

7.6 灰N5/0 完形

13.'1 灰5Y6/l 元II;

.S . .S 灰N4/0 完形

7.0 灰N4/0 3/4残

12.9 I火白N7/0 完形

6.9 灰白N7/0 元形

100 青l火5B-'i/1 完附

6.1 灰N6/0 元形

6.8 肯l火5B6/1 完町

6.9 灰白N7/0 完形

8.0 I火10Y6/1 完町

6.9 灰白7.5Y7/1 完形

6.5 I火亡10Y7/1 完刑

3.8 灰N6/0 完形

4.6 I火亡N7/0 完形

6.6 灰亡N8/0 完形

7.0 暗言l火10BG4/1 完形

6 . .5 暗灰N3/0 完形

- 112.2 にふい黄橙lilYR7 /:1 l/:1残

6.6 橙5YR6/6 脚2/3

22.2 灰亡2.ぅY8/l ? 

5.5 1.5.2 にぷい笛橙10了R7/4 完形

平瓦片

須息器片

狽恵器片

叩瓦片？

祖恵器片

須だ盗片

須恵器片

須患監片

須恵器片

須恵孟片

須恵器片

須恵孟片

須恵器片

須恵孟片

須忠器I',

須恵謡片

須恵器I',

瑣恵器片

須出器I',

頃恵器片

叩瓦片？

須恵器片

平瓦片

裸思

丸杯状

熱変色

虹部りみ

8

3

2

1

 

c
c
c
c
 

C 4 

cm 
C34 
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報告書抄録

ふりがな なかなっかわいせき

書 名 中撫川遺跡3

副 書 名 一般県道吉備津松島線道路改築に伴う発掘調査

巻 次 III 

ンリーズ名 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告

シリーズ番号 220 

編著者名 岡本寛久・氏平昭則

編集機関 岡山県古代吉備文化財センター

所 在 地
〒701-0136 岡山県岡山市西花尻1325-3 TEL086-293-3211 
http://www.pref.okayama.jp/kyouiku/kodai/kodaik.htm 

発行機関 岡山県教育委員会

所 在 地 〒700-8570 岡山県岡山市内山下2-4-6 TEL086-224-2111 

発行年月日 西暦2009年 3月31日

ふりがな
所在地 コ ド 調査

調青

所収遺跡
北緯 東経 調青期間 面積

原因
岡山県 市町村 遺跡番号 (m') 

なかなっかわ
岡山市 2007. 4. 10 道路

中撫JII遺跡 中撫JII 201 332012159 34°39'00" 133゚50'31" ～ 2,543 改築
439-1 2007.11.28 工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中撫JII遺跡 集落 弥生・古墳 溝• 土塙• 弥生土器• 土師器・須恵器・ 中国製越州窯系青
古代・中世 土器溜まり 緑釉陶器・瓦質土器・輸人磁 磁碗•京都産緑柚
近世 ・杭列 器• 国産陶磁器・瓦• 土馬・ 陶器出土。

碁石• 土錘• 石鍋• 銭貨• 円 護岸抗列を伴う中
盤状土製品・石器・ 鉄器・ 銅 世から近世の大形

器・獣骨 水路。

要約 • 1区から 3区ては、弥生時代から古培時代にかけて、南北あるいは、北東から南西方
向の溝が 8条検出された。輻10mともっとも広い溝 7は洪水砂て埋まり、底面では古墳

時代前期の土器溜まりが認められた。なお、縄文時代の石器も出土している。

• 古代の遣構としては、 1・2区から溝 2条と集石土塙2晶、方形柱穴 1個か検出され

た。遺構の上方には古代の包含屈か 2属堆積していて、 9世紀後半から10世紀前半の遺

物かおもに出土した。遺物の中には中国製の越州窯系青磁碗の半完形品かあい、京都府

産の緑釉陶器椀も多く、足守川の河D近くに位眉していたこの逍跡か、物流の拠点とし

て位置していた可能性を考えさせる。また、士馬や硯• 碁石など官面的な色彩も濃い。

• 5区では13世紀後半以降と推定される大形の水路が検出され、この頃から大規模な士
地開発が行われていたと考えられる。水路の屈曲部には護岸の杭列も認められた。
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図版1

1 溝 9• 10 

左上： 1区全景（南東から） 右上： 2N区全景（西から） 左下：土層断面（南東から）

2 土壊 1上：（東から）下：（南から） 3 土壊 2 (北から） 5 緑釉陶器片出土状態（西から）



図版2

溝 4 1区全景（西から）

2 溝 7 2 N区全景（西から） 3 溝 6・7 2 S区全景（西から）

4 溝 7土器溜まり 1(東から） 5 溝 7土器溜まり 2 (東から）



図版3

1 溝 6 上： 2 S区全景（北から）下：土層断面（南から） 2 溝 5 1区全景（南西から）

3 溝 1・2 1区全景（西から）

4 溝 1 1区全景（南から） 5 2 S区北壁土層断面（南東から）



図版4

溝 3

3区全景（東から）

2 溝 3

土層断面（北東から）

3 4 E区南壁

土層断面（北東から）

4 4W区調査



図版5

1 土壊3 検出状況（東から） 2 土壊 3 完掘状況（北から）

4W区土層断面（東から）

3 溝13

（西から）

5 4W区南壁西端土層

断面（北東から）

6 4W区北壁土層断面

（南東から）



図版6

5区近世遺構完掘後全景（西から）

3 5区中世遺構完掘後全景（西から）



1 溝13 全景（東から）

4 溝11 土層断面

（南東から）

5 溝11 土層断面

（溝12との接点付近）

（西から）

図版7

2 溝11 全景（南東から）

3 溝13 土層断面

（東から）

6 溝11 獣骨検出状況（南から）



図版8

1 溝11

上：杭列 2 (南西から）

下：杭列 3 (東から）

（南西から）

4 6区調査終了後全景

（東から）

2 溝12

上：全景（南東から）

下：土層断面（北西から）



図版9
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縄文時代～古墳時代出土遺物

27 

33 

46 46 

S6 C9 
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2 溝 9出土遺物
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図版10

55 C11 

54 

溝10出土遺物（上・右）
71 

叫

77 77 

76 

82 S 7 

81 

88 89 M1 

嘔
~ 

2 古代包含層下層出土遺物



図版11

“ I:! 

96 100 

98 99 

101 102 

105 107 

110 113 

114 115 

116 117 

118 119 

古代包含層上層出土遺物



図版12

＋ 

C12 C12 C16 C16 

C5 

C17 C 17 

C4 C10 

C2 C1 

C21 C20 
C18 C18 

C27 C29 

C28 C26 

C25 
C14 

C23 C30 C31 C32 C33 

C24 

各遺構・包含層出土土錘



図版13
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古代包含層上層出土遺物
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2 溝11上層出土遺物
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図版14

177 178 

W3 W4 W5 W6 W6 

溝11下層出土遺物

W7 WS W9 W10 W11 W17 

2 溝11・13出土杭（杭列 1-3) 



図版15

W16 W16 W16 

溝13出土卒塔婆転用杭（右端：赤外線撮影集成写真）

185 

2 溝14出土遺物

S8 186 186 186 C15 

3 溝13出土遺物



図版16

W12 W13 W13 

溝13出土遺物 (W13:五輪塔転用杭 右端：赤外線撮影集成写真）

W14 W14 W15 W15 W15 

2 溝13出土杭（杭列 1)



図版17

1 溝14出土獣骨（ウシ）



図版18

212 

C34 C34 

「゚煕寧元賓」

＠
 

M12 

0 
「淳化元賓」

M13 

C34 

゜
「皇宋通賓」
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210 

MS 

M10 M9 

M15 

「皇宋通賓」

M16 

「嘉祐元賓」

M17 

「元祐通賓」 「寛永通賓」

遺構に伴わない中世・近世遺物

M18 S9 
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